
令和元年度第７回滝沢市教育委員会議定例会議事日程  

 

 

令和元年１０月２８日（月）  

１３時００分～１４時００分  

滝沢市役所 ３階 庁議室  

 

 

日程第１  会議録署名委員の指名について  

 

日程第２  会期の決定について  

 

日程第３  教育長事務報告  

 

日程第４  議案第１号 滝沢市立小中学校施設開放に関する規則の一部を改正すること

について  

 

日程第５  議案第２号 教育委員会の事務に係る点検及び評価の報告書に関し議決を求

めることについて  

 



教　育　長　事　務　報　告　書
令和元年１０月28日

月　　日 曜 事　　　　　　　　　　　　　　項 場　　　　所

9月25日 水 第６回校長会議 庁内

9月26日 木 第２回副校長会議 庁内

9月27日 金 市議会９月会議(議案審議） 庁内

〃 〃 市政懇談会 盛岡市「アートホテル」

9月28日 土 滝沢中央小学校運動会 滝沢中央小学校

10月2日 水 チャレンジデー報告会議 庁内

10月4日 金 県中学校駅伝競走大会 花巻市「総合体育館」

10月12日 土 市内小学校学習発表会
鵜飼小学校、一本木小学
校

10月15日 火 市内小中学校訪問① 滝沢東小学校

10月16日 水 市内小中学校訪問② 滝沢中央小学校

〃 〃 市中学校英語暗唱大会 ふるさと交流館

10月17日 木 市内小中学校訪問③
滝沢第二小学校、滝沢中
学校

10月18日 金 市内小中学校訪問④
滝沢小学校、滝沢南中学
校

〃 〃 全日本空道ジュニア選手権大会出場に係る表敬訪問 庁内

10月19日 土 市内小中学校学習発表会・文化祭
篠木小学校、一本木小学
校、姥屋敷小中学校

10月20日 日 職員採用試験 庁内

10月21日 月 市内小中学校訪問⑤
鵜飼小学校、滝沢第二中
学校

10月23日 水 市総合計画審議会 庁内

〃 〃 第18回岩手地区中学校総合文化祭 盛岡市「市民文化ホール」

10月24日 木 市議会１０月会議 庁内

〃 〃 単位自治会の課題等の共有・懇親会 庁内、ビックルーフ滝沢

10月26日 土 市ジュニアリーダーズセミナー 青少年交流の家

〃 〃 市内小中学校学習発表会
滝沢中央小学校、滝沢第
二小学校

10月28日 　月 市内小中学校訪問⑤
柳沢小中学校、姥屋敷小
中学校

〃 〃 第７回教育委員会議 庁内



議案第 １ 号  

 

滝沢市立小中学校施設の開放に関する規則の一部を改正することについて  

 

 滝沢市立小中学校施設の開放に関する規則の一部を改正することについて、教育長に対

する事務委任等に関する規則（平成１８年滝沢市教育委員会規則第１号）第２条第２号の

規定により、議決を求める。  

 

   滝沢市立小中学校施設の開放に関する規則の一部を改正する規則  

（別紙）  

  

 

令和元年１０月２８日提出 

 

 

滝沢市教育委員会教育長 熊 谷 雅 英 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由 

令和２年度より滝沢市立滝沢中央小学校における学校施設について、市民への供用を開

始するため、滝沢市立小中学校施設の開放に関する規則（平成１２年滝沢市教育委員会規

則第８号）の一部を改正するものである。これが、この改正案を提出する理由である。  



 

滝沢市立小中学校施設の開放に関する規則の一部を改正する規則 

 滝沢市立小中学校施設の開放に関する規則（平成１２年滝沢市教育委員会規則第８号）

の一部を次のように改正する。 

 別表篠木小学校、鵜飼小学校、滝沢小学校、滝沢第二小学校、滝沢東小学校、一本木小

学校、姥屋敷小学校、柳沢小学校、滝沢南中学校、滝沢中学校、滝沢第二中学校、一本木

中学校、姥屋敷中学校及び柳沢中学校の部中「柳沢小学校」の次に「、滝沢中央小学校」

を加える。 

附 則 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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滝沢市立小中学校施設の開放に関する規則の一部を改正する規則新旧対照表  

現   行 改 正 後  

別表（第２条関係）  別表（第２条関係）  

開放す

る学校  

開放する学校施

設 

開放日時  

篠木小

学校、鵜

飼小学

校、滝沢

小学校、

滝沢第

二小学

校、滝沢

東小学

校、一本

木小学

校、姥屋

敷小学

校、柳沢

小学校 

       

      、

滝沢南

中学校、

滝沢中

学校、滝

沢第二

中学校、

一本木

中学校、

姥屋敷

中学校

及び柳

沢中学

校 

体育館（講堂を含

む。）及び武道場、

滝沢東小学校の

クラブハウス、柳

沢小学校の家庭

科室及び図工技

術室並びに柳沢

中学校の美術室、

理科室及びコン

ピュータ室  

１２月２９日か

ら１月３日を除

く日の午前６時

から午後９時ま

での間で、学校教

育に支障のない

時間 

屋外運動場 １２月２９日か

ら１月３日を除

く日の日の出か

ら日没までの間

で、学校教育に支

障のない時間  

 

開放す

る学校 

開放する学校施

設 

開放日時  

篠木小

学校、鵜

飼小学

校、滝沢

小学校、

滝沢第

二小学

校、滝沢

東小学

校、一本

木小学

校、姥屋

敷小学

校、柳沢

小学校、

滝沢中

央小学

校、滝沢

南中学

校、滝沢

中学校、

滝沢第

二中学

校、一本

木中学

校、姥屋

敷中学

校及び

柳沢中

学校 

体育館（講堂を含

む。）及び武道場、

滝沢東小学校の

クラブハウス、柳

沢小学校の家庭

科室及び図工技

術室並びに柳沢

中学校の美術室、

理科室及びコン

ピュータ室  

１２月２９日か

ら１月３日を除

く日の午前６時

から午後９時ま

での間で、学校教

育に支障のない

時間  

屋外運動場  １２月２９日か

ら１月３日を除

く日の日の出か

ら日没までの間

で、学校教育に支

障のない時間  

 

 



議案第 ２ 号  

 

教育委員会の事務に係る点検及び評価の報告書に関し議決を求めることについて  

 

教育委員会の事務に係る点検及び評価の報告書を別添のとおりとすることについて、議

決を求める。  

 

 

令和元年１０月２８日提出      

 

 

滝沢市教育委員会教育長   熊 谷 雅 英  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定による教育委員会の事

務に係る点検及び評価の報告書を別添のとおりとしようとするものである。これが、この

議案を提出する理由である。  



 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 

教育委員会事務点検評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
滝沢市教育委員会 
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１  

第１次滝沢市総合計画の取組み  

 
滝 沢 市 で は 、平 成 ２ ７ 年 ３ 月 に第 １ 次 滝 沢 市 総 合 計 画（ 計 画 期 間 平 成 ２７ 年 度 

～３４年度）を策定 しました。総合計画 は 、「基本構想－基 本計画－実行計画」 

の 体 系 に より 推 進 し て い ま す 。 

基 本 構 想 は、市 民 全 員 が 共 有 する「 住 民 自 治 日 本 一を め ざ す 地 域 社 会 計画 」と 

し 、誰 も が 幸 福 を 実 感 で き る 活力 に 満 ち た 地 域 の 実現 に 向 け て 、市 民 主 体 に よ る 

幸 福 感 を 育む 環 境 づ く り の 基 盤を 創 る こ と を 目 指 して い ま す 。 

また、基本計画（前 期基本計画平成２７ 年度～３０年度）は 、「地域社会行動 

計 画 」と し て 、幸 福 感 を 育 む ため の 市 民 主 体 の 地 域づ く り の 取 組 を 表 した「 地 域 

別 計 画 」と 公 共が 市 民 主 体 の 地域 づ く り を 支 援 し 、市 民の 想 い の 実 現 を表 し た「 市 

域全体計画」により 構成されており、実 行計画（計画期間３ 年間）は 、「市域全 

体 計 画 」 実現 の た め の 具 体 的 な手 段 の 計 画 と し て 策定 さ れ て い ま す 。 

こ の 報 告 書 は 、 第 １ 次 滝 沢 市 総 合 計 画 基 本 構 想 ・ 前 期 基 本 計 画 （ 市 域 全 体 計 

画 ）・ 実 行 計 画 で 定 め た 目 標 が ど れ だ け 達 成 で き た か と い う 視 点 で 、 教 育 委 員 会 

の平成 ３０ 年度の事務事業の実績を評価したものであり 、地方教育行政 の組織及 

び 運 営 に 関 す る 法 律 第 ２ ６ 条 に 定 め る 点 検 及 び 評 価 結 果 の 報 告 書 と な る も の で 

す。  
 
 

・「 第 １ 次 滝 沢 市 総 合 計 画 前 期 基 本 計 画 平 成 ３０ 年 度 事 業 実 績 報 告 書 」 の う ち 、 

教 育 委 員 会が 所 管 す る 事 務 事 業に つ い て 掲 載 し て いま す 。 

・「 第 １ 次 滝 沢 市 総 合 計 画 前 期 基 本 計 画 平 成 ３０ 年 度 事 業 実 績 報 告 書 」・ ・ ・  ・ 
 「平 成３０ 年 度実 行 計 画 書 兼 事 業 説明 書 」に 記 載 さ れ た事 業 、平 成 ３０ 年 度の 補 
正予 算 に よ り年 度 途 中 か ら 開 始 され た 事 業 の 計 画 に 対し て 、そ の 成 果 や 実績 に つ 
い て 示 す もの で す 。ま た 、第 １ 次 滝 沢 市 総 合 計 画 基本 構 想 の 将 来 像 を 実現 す るた 
め の 各 政策 、基 本 施 策 及 び 施策 を 含 む 、前 期 基 本 計 画 の 市 域 全 体 計 画を 受 け 、各  
取 り 組 み状 況 を 示 す も の で もあ り ま す 。 



第１次滝沢市総合計画

前期基本計画 市域全体計画
幸福感を育む環境づくり

めざすまちの姿の「視点」

市域全体計画の体系

市域全体計画の政策体系は、下図のとおりとします。

 市域全体計画は、６つの部門別計画で構成し、本章「９ 部門別計画」において内容を

明らかにします。

※各部門計画において、主に該当するめざすまちの姿の「視点」を色別に表示しています。「集う」に

関しては、全ての部門に該当しますが、政策支援部門のみに表示しています。

滝沢市自治基本
条例

第１次滝沢市総
合計画

基本構想

基本計画

地域別計画 市域全体計画

人とのつながり
部門

人のつながりに
よって市民が行
動しているまち
を目指します

健康福祉部門

健やかで笑顔に
あふれ、互いに
支え合うまちを
目指します

経済産業部門

次代を担う若者
が育ち、新たな
価値の創造に挑
戦するまちを目
指します

都市基盤部門

ひとにやさしく
安心・快適で活
力あふれるまち
を目指します

生涯学習部門

一人一人が学ぶ
よろこびを実感
できるまちを目
指します

政策支援部門

総合計画の認知
度を高め行財政
基盤の確立を目
指します

活かす

支えあう

輝く

暮らす

学ぶ

働く

受け継ぐ

集う

2



第１次滝沢市総合計画 

第Ⅲ章 前期基本計画 市域全体計画（生涯学習部門計画） 

幸福感を育む環境づくり ～夢・絆・生きがい・健康・未来～ 

５ 一
人
一
人
が
学
ぶ
よ
ろ
こ
び
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し

ま
す

5-1教育基盤の

充実

（8ページ）

5-1-1教育環境の充実

5-1-2教育施設の整備

5-2学校教育の

充実

（20ページ）

5-2-1確かな学力を育
む教育の推進

5-2-2豊かな人間性や
社会性の育成

5-2-3健康・安全活動
の支援

5-3学校給食の

充実

（32ページ）

5-3-1安全・安心な学
校給食の提供と食育
の推進

5-4地域力基盤
醸成、文化芸術
と社会教育の推
進

（34ページ）

5-4-1学べる・活か
せる環境づくり

5-4-2文化芸術の振
興

5-4-3つながりによ
る地域力の向上

5-5みんなが主
役のスポーツま
ちづくり

（50ページ）

5-5-1スポーツ環境
づくり

5-5-2競技スポーツ
の振興・推進

5-5-3施設の利用促
進

政 策 基本施策 施 策

学ぶ 

受け継
ぐ 
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Ⅰ 本報告書の趣旨 

本報告書は、「平成30年度実行計画書兼事業説明書」に記載された事業と、平成30年度の補正予算によ

り年度途中から開始された事業について、その成果や実績を示すものです。また、第１次滝沢市総合計画

基本構想の将来像の実現のために策定した、各政策、基本施策及び施策を含む前期基本計画の市域全体計

画を受け、各取組状況を示すものでもあります。 

 

Ⅱ 期間 

第１次滝沢市総合計画前期基本計画期間である平成27年度～平成30年度中、平成30年度分について報告

します。 

 

Ⅲ 重点事業 

平成30年度における重点事業は、市民の幸福判断要素である「人とのつながり」「健康」「所得・収入」

に深く関連する事業、「幸福実感一覧表」の取組又は指標の向上に寄与する事業、「滝沢市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」に記載されている事業及び「滝沢市人口ビジョン」の取組方針に合致する事業から10

事業を選定しています。 

 

Ⅳ 留意点 

① 第１次滝沢市総合計画前期基本計画の政策・基本施策ごとに整理しています。 

※ 平成29年度までに完了した事業については、平成30年度における施策の中から最も近いものへ分類した形で整理しています。 

② 重点事業は、事業名の下に「重点事業」と表記されています。 

③ 継続区分欄では、新規事業・継続事業のいずれかが示されています。 

④ 事業主体欄では、滝沢市主体・協働事業・他団体事業主体のいずれかが示されています。 

⑤ 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況欄では、その事業の意図やねらいを整理したうえで、

それに対応する達成状況をそれぞれ示しています。 

⑥ 事業概要（実績）欄では、平成30年度に実施した事業内容を示しています。 

⑦ 活動指標欄では、平成30年度の指標項目の目標値（上段）と実績値（下段）を示しています。 

適切な活動指標の設定が困難な場合は、空欄としています。また、平成30年度から新規に設定した目

標値等の場合、過去分がゼロ表示となっているものがあります。 

⑧ 決算額（事業費）欄では、平成30年度に執行した事業費の合計を示しています。 

※ 職員人件費および一般行政事務費は含まれません。また、事業期間外に支出した事業費（繰越明許費など）に

ついては記載されません。 

⑨ 備考欄には、全体事業期間・特定財源の名称やその他備考等を示しています。また、【特別会計】は

特別会計予算事業を、【公営企業会計】は地方公営企業会計予算を、<  >は以下を示しています。 

※ 全体事業期間は、事業の開始年度および終了予定の年度を示していますが、開始年度が不明な場合は平成30年

度に、終了予定がない場合は令和３年度に事業期間を設定しています。 

<新 規 事 業> 平成30年度から実行計画書に新たに登載した事業 

<統 合 事 業> 平成29年度に実施した事業のうち、平成30年度にて２事業以上が統合された事業 

<分 割 事 業> 平成29年度に実施した事業のうち、平成30年度にて２事業以上へ分割された事業 

<名称変更事業> 平成30年度より、事業の名称が変更となった事業 

<ゼロ予算事業> 特別な予算措置は無く、職員人件費等により行われている事業で年間80時間以上の

勤務を要する事業 

<調 査 事 業> 事業の実施やその実現・有効性などについて調査をする事業 

平成 30 年度事業実績報告書 
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Ⅴ　政策の実現手段

実行計画総括表（平成30年度）

事業数

127 14,777,786 14,696,430
(104)

58 2,839,690 2,126,949
(45)

32 288,942 367,331
(30)

417 23,464,468 22,455,301
(379)

※平成30年度補正予算新規事業が追加となっています。
※事業実績報告書内の平成27、28及び29年度完了事業は事業数に含まれていません。

Ⅵ　重点事業一覧
（単位：千円）

掲  載
ページ

5

7

185

91

91

91

111

111

113

113

政   策   名

人のつながりによって市民が行動しているまちを目指
します

健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指し
ます

67

2

3

（うち一般会計分）

次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦する
まちを目指します

1 43

乳幼児保健事業

育児支援事業

地域自治活動事業

滝沢地域づくり活動推進補助事業

新設校整備事業

平成30年度
計画事業費

62,736

事業名称

(12,834,578)(13,596,190)

3,131

1,000

（単位：件、千円）

平成30年度
決　算　額

(6,020,810)

(1,184,822)

(364,355)

平成30年度
計画事業費

(6,062,892)

(1,689,345)

(285,903)

2,871,005 2,820,582

2,062,313

376,916 381,696

所得・収入

特定不妊治療助成事業

企業誘致事業

起業機会創出支援事業

地域人材育成のための事業

産学官共同研究事業

健康

90

（うち一般会計分）

4

5
一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指しま
す

ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指
します

3,178

80

2,310,129

人とのつながり

（うち一般会計分）

政策　計

（うち一般会計分）

（全10事業）

6
総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指しま
す

要素

1,887,651

1,500

1,786,361

13,517

12,648

3,500

1,834,581

57,173

平成30年度
決　算　額

1,500

12,445

11,520

3,112

1,740,823

1,000

3,073

80

3,855

5



Ⅶ ページの見方 

基本的な構成は、「平成30年度実行計画書兼事業説明書」と同一です。 

 

  

平成 30年度当初に設定した政策目標に対し、 

達成値及び達成状況を記載しています。 

「進捗率」は、 

（H30達成値－基準値）÷（最終年度目標値－基準値）×100 

という式で算出されるため、目標値によっては 100を超える場

合や、マイナスとなる場合があります。 

進捗状況については、Ａ（順調に推移）～ 

Ｄ（進展していない）の 4段階で表示しています。 

平成 30年度当初に設定した基本施策の重点課題の要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

平成 30年度当初に設定した各事業の意図やねらいの要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

政
策
に
関
す
る
部
分 

基
本
施
策
に
関
す
る
部
分 

各
事
業
に
関
す
る
部
分 
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平成 30年度当初に設定した政策の重点課題の要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

平成 30年度における各基本施策の取り組み結果を受け、 

今後の方向性や課題についてそれぞれ記載しています。 

各事業における活動指標・投資指標について、 

平成 30年度の実績・決算額を表示しています。 
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由により就学困難と認められる児童生徒の保護

者や特別支援学級へ就学する児童生徒の保護者へ経済的支援を行います。

【達成状況】就学援助費、特別支援教育就学奨励費を支給し、保護者の負担軽減

（義務的事業） 及び義

 

務教育の円滑な実施が図られました。

継続区分 会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（実績）
・就学援助費

計

継続 一般・10款・1

画

項・3目
　要保護及び

の

準要保護児童生徒を認

ビ

定し、その保護者へ学

ジ

用品費、通学用品費、

一

ョ

事    業    

ン

主    体 給食費、

（

医療費等を支給しまし

政

た。要保護6人、準要

策

保護666人　

教育総

が

務課 ・特別支援教育就

実

学奨励費

【滝沢市主体

現

】 　特別支援学級在籍

で

者について、世帯の所

き

得に応じて支弁区分を

人

た

決定し、支弁区

分に応

と

じて学用品費、通学用

き

品費、給食費等を支給

の

しました。対象者59

状

人　

態）

市民一

一

人一人が生涯にわたっ

人

て、学び合い、教え合

が

い、学んだ成果を活か

学

し合うことにより、人

ぶ

や地域とのつながりや

よ

伝統

文化の継承等が図

政 ろ

られ、心豊かで健康な

こ

社会生活を過ごし幸福

び

感が育まれている状態

を

を目指します。

政策目

実

標値の達成状況

基準値

感

上：戦略目標見込値／

で

下：達成値 目標値 進捗

き

状況No 政 策 目 標 指 数

る

平成26年度 平成27

ま

年度 平成28年度 平成

策 ち

29年度 平成30年度

を

平成30年度 進捗率(

目

%)

暮 子どもの教育に

指

ついて、学校、家庭、

し

地域の連携があると感

ま

じている人の割合
1 ら

す

35 36.5 38 40

 

40 Ａ31.7単 位

基

％し 38.5 45.6

本

58.4 52.3 52

　
施

.3 248.2

幸 趣味

策

や特技を披露できる機

　

会が地域にある人の割

０

合
2 17 18 19 20

１

20 Ｃ15.7単 位

 

％福 15.3 18.3

 

16.7 18.4 18

 

.4 62.8

教

基本施策

育

が４年間でめざす姿

・

　
基

子どもたちが生き生き

盤

と学習できる、居心地

の

の良い、安全・安心な

充

教育基盤の充実に努め

実

ます。

・新しい教育委員会制度に的確に対応するとともに、少子化、児童生徒の偏在化を踏まえ中長期的な展望のもとに学校配置

につ

　

いての検討に着手します。

・就学機会を確保すべく経済的に困窮している世帯への支援を引き続き行うとともに、急速な情報化社会の進展に即応して

学校ＩＣＴ（情報通信技術）化の促進を図り、市内の大学との連携強化や

０

地域の人材を活用するなど支援者等の確保に努め

ます。

・新設小学校の整備を進めるとともに既存施設の修繕、長寿命化を図るなど維持管理に努め、教育基盤のより一層の充実を

目指します。

基本計画期間内の取り組みと方

５

針のうち、平成30年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題】

滝沢中央小学校の着実な整備

【重点課題に対応した達成状況】

平成31年4月開校に向けて建設工事を進めるとともに、学校運営を円滑に

 

始められるよう備品の整備など開校準備を進めま

した。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

就学援助・就学奨励事業 【事業意図・ねらい】経済的な理
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平 績

の改

項    

善

   目 平成27年度

に

平成28年度 平成29

つ

年度 平成30年度 備 

い

      考

目 ○全

て

体事業期間活 支給人数

は

625 622 681 7

、

07   平成30年度

滝

～令和3年度標
動 66

報

沢

5 674 709 731

小

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

学

位 ○特定財源

決   要

校

保護児童生徒援助費補

と

助金投 年度別事業費 5

鵜

5,655 57,31

飼

9 61,053 69,

小

350   【国】（1

学

/2）特別支援教育
 

校

 就学奨励費補助金【

告

の

国】（1/資 内 特定財

大

源 2,906 2,96

規

1 2,455 3,03

模

5
算   2）被災児童

化

生徒就学援助事
  業

を

費補助金【県】（10

解

/10）指 訳 一般財源

消

52,749 54,3

す

58 58,598 66

る

,315

額標 他団体事

平

た

業負担額

め、滝沢中央小学校

成

の平成31年4月開校

2

に

向けて、建設工事及

7

び開校準備を進めまし

年

た。

・老朽化した学校

度

施設・体育施設等につ

～

いては、修繕等により

成
平

適切な維持管理に努め

成

ました。

・学校ＩＣＴ

3

化の促進については、

0

教育用コンピュータを

年

1校整備し、3校更新

度

しました。

・学校教育

（

については滝沢市学校

単

教育指導計画に基づき

位

「正義」と「信頼」の

 

学校づくりを進め、生

3

 

涯学習については第1

千

次滝沢市生涯学習推進

円

計画前期基本計画「学

）

びプランたきざわ」に基づき全庁による学びの展開を図るとともに、同後期基

本計画の策定を進めました。

・学校給食については、地場産品等の活用を図り

0

ながら安全安心な給食を提供しました。

基本計画内の取り組みと方針のうち、平成30年度の重点課題の達成（

政

実現）状況

Ｂ 概ね達成

策

した

【重点課題】

・滝

目

沢中央小学校の着実な

標

整備

・確かな学力を育

の

む教育の推進

・第1次

年

達

滝沢市生涯学習推進計

成

画前期基本計画「学び

（

プランたきざわ」の確

実

実な展開と同後期基本

現

計画の策定

【重点課題

）

に対応した達成状況】

に

・滝沢中央小学校の建

向

設工事及び校章、校歌

け

、校訓など学校運営を

た

円滑に始められるよう

度

基

開校準備を進めました

本

。

・わかる授業の推進

計

と授業と連動した家庭

画

学習の取組の充実を図

期

りました。

・「学びプ

間

ランたきざわ」に基づ

内

く全庁による学びの展

の

開と後期基本計画の策

取

定を進めました。

り

基

事

組

本施策目標の達成（実

み

現）に向けた計画期間

と

内の取り組みと方針に

方

ついての達成（実現）

針

状況

Ｂ 概ね達成した

・

に

新教育委員会制度の施

つ

行に対応し、教育行政

い

における責任の明確化

て

や首長との連携強化等

の

を図りました。

・平成

業

達

31年4月の開校に向

成

けて、滝沢中央小学校

（

の建設工事及び開校準

実

備を進めました。

令和

現

2年度方針策定に際し

）

、今後の方向性や引継

状

課題

Ｂ 課題あり

【今後

況

の方向性】

引き続き基

Ｂ

本施策の実現に向け、

概

教育基盤の充実に関す

実

ね

る取組を進めます。

【

達

引継課題】

・老朽化に

成

対応した安全・安心な

し

学校教育施設の整備

・

た

学校ＩＣＴ（情報通信

・

技術）化の推進

・少子

学

化、児童生徒の偏在化

習

を踏まえた中長期的な

環

学校配置についての検

境

討
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達

出場する児童生徒の旅

成

費（滝沢市小中学校文

状

化体育連盟継続 一般・

況

10款・1項・3目
旅

就

費支給規程による）及

学

びその事務に係る経費

助

を補助しました。
事 

成

   業    主 

事

   体
教育総務課

【

業

他団体事業主体】

滝沢

 

【

市小中学校文化体育連

事

盟

業

事       

意

業       名 事

図

業の意図やねらい（成

・

果や効果）の達成状況

ね

小学校維持管理事業 【

ら

事業意図・ねらい】児

い

童が良好な教育環境で

】

学校生活を過ごせるよ

一

遠

うにします

。

【達成状

距

況】学校施設の維持管

離

理を適切に行いました

か

。また、平成30年1

ら

0月より

新電力会社へ

通

切替を行い、電気料金

学

の削減を図りました。

す

継続区分 会計・款・項

る

・目 平成30年度の事

児

業概要（実績）
学校維

人

童

持管理に必要な物品の

生

購入、公共料金の支払

徒

い、施設の点検作業等

の

を実施継続 一般・10

保

款・2項・1目
しまし

護

た。
事    業  

者

  主    体
教育

や

総務課

【滝沢市主体】

、罹

事       業

一

災

       名 事業

し

の意図やねらい（成果

た

や効果）の達成状況

小

児

学校校舎等補修事業 【

童

事業意図・ねらい】小

生

学校設置者として、そ

徒

の施設及び設備を常時

の

適法な状態

に維持しま

保

す。

【達成状況】必要

護

な補修工事を実施して

人

者

、児童の指導上・保健

の

衛生上・安全及び

管理

負

上適切なものにしまし

担

た。

継続区分 会計・款

を

・項・目 平成30年度

軽

の事業概要（実績）
日

減

常的な補修工事を実施

し

しました。継続 一般・

、

10款・2項・1目

事

就

    業    主

が

学

    体
教育総務課

を

【滝沢市主体】

支援します。

【達

学

成状況】遠距離通学費

ぶ

や罹災学用品費を支給

よ

し、保護者の負担軽減

政 ろ

、義務教

育の円滑な実

こ

施が図られました。

継

び

続区分 会計・款・項・

を

目 平成30年度の事業

実

概要（実績）
児童で4

感

ｋｍ以上、生徒で6ｋ

で

ｍ以上の通学距離で、

き

かつ、交通機関を恒常

る

的に利継続 一般・10

ま

款・1項・3目
用して

策 ち

いる遠距離通学者の保

を

護者へそれぞれ遠距離

目

通学費を支給しました

指

。
事    業   

し

 主    体 　・遠

ま

距離通学費　支給人数

す

419人

教育総務課 　

 

・罹災学用品費　支給

基

人数　0人

【滝沢市主

本

体】

　
施

事      

策

 業       名

　

事業の意図やねらい（

０

成果や効果）の達成状

１

況

滝沢市教育研究団体

 

協議会交付金事業 【事

 

業意図・ねらい】市の

 

教育研究団体（6団体

教

）相互の情報交換を図

育

り、学校

教育の調査・

　
基

研究と児童生徒の文化

盤

体育活動を推進します

の

。

【達成状況】教育研

充

究団体相互の情報交換

実

を行い、学校教育の調査・研究と児童

生徒の文化体育活動を推進しました。

継続区分 会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（実績

　

）
教育研究団体（滝沢市教育研究会、滝沢市小学校体育連盟、滝沢市中学校体育連継続 一般・10款・1項・3目
盟、滝沢市学校図書

事

館協議会、滝沢市学校

 

視聴覚教育協議会、滝

 

沢市学校保健会
事  

 

  業    主  

０

 

  体 ）6団体相互の

 

連絡調整・情報交換を

 

行い、滝沢市の学校教

 

育の調査・研究と児

教

業

育総務課 童生徒の文化

 

体育活動を推進しまし

 

た。

【他団体事業主体

 

】

滝沢市教育研究団体

 

協議会

 

事     

５

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

名

（成果や効果）の達成

事

状況

滝沢市小中学校文

業

化体育連盟補助事業 【

の

事業意図・ねらい】小

意

中学校の児童生徒が県

図

大会以上へ出場する際

や

の旅費を補

助すること

ね

で、学校教育における

 

ら

体育・芸術文化活動の

い

振興を図ります。

【達

（

成状況】上記の大会出

成

場旅費を補助し、児童

果

生徒の体育・芸術文化

や

活動の振

興を図りまし

効

た。

継続区分 会計・款

果

・項・目 平成30年度

）

の事業概要（実績）
県

の

大会以上の各種大会に

10



平 績

目

  平成30年度～令

○

和3年度標
動 8 8 8 8

全

値 単 位 校

／指
実

標 績 単

体

位 ○特定財源

決   盛

事

岡地区衛生処理組合関

業

係市投 年度別事業費 8

期

,957 15,107

間

7,790 7,701

活

  町施設整備補助金

支

【その他】
  資 内 特

報

給

定財源 227
算   

 

人

 指 訳 一般財源 8,9

数

57 15,107 7,

5

790 7,474

額標

0

他団体事業負担額

2 484 4

告

64 448   平成3

平

0年度～令和3年度標

成

動 475 444 441

2

419値 単 位 人

／指
実

7

標 績 単 位

決投 年度別事

年

業費 13,620 12

度

,574 12,406

～

12,171

資 内 特定

成
平

財源
算

指 訳 一般財源 1

成

3,620 12,57

3

4 12,406 12,

0

171

額標 他団体事業

年

負担額

度

（

項  

単

     目 平成27

位

年度 平成28年度 平成

 

29年度 平成30年度

3

 

備       考

目

千

○全体事業期間活 研修

円

会・講習会等実施回数

）

12 12 12 12   平成30年度～令和3年度標
動 12 12 12 12値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 4,077 4,077 3,384 3,38

0

4

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 4,077 4,077 3,384 3,384

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年

年

度 備       考

目 ○全体事業期間活 出場人数 1,220 1,220 1,220 1,220   平成30年度～令和3年度標
動 1,214 1,181 1,208 1,211値

項

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 6,

度

 

952 8,132 7,

 

537 4,732

資 内

 

特定財源
算

指 訳 一般財

 

源 6,952 8,13

 

2 7,537 4,73

 

2

額標 他団体事業負担

目

額

平成

項    

2

   目 平成27年度

事

7

平成28年度 平成29

年

年度 平成30年度 備 

度

      考

目 ○全

平

体事業期間活 維持管理

成

学校数 8 8 8 8   平

2

成30年度～令和3年

8

度標
動 8 8 8 8値 単 位

年

校

／指
実

標 績 単 位 ○特

度

定財源

決   防音事業

平

関連維持事業補助金投

業

成

年度別事業費 81,7

2

42 81,706 85

9

,314 82,699

年

  【国】教育実習生

度

受入金【そ
  の他】

平

他資 内 特定財源 484

成

355 415 348
算

3

  
  指 訳 一般財源

0

81,258 81,3

年

51 84,899 82

実

度

,351

額標 他団体事

備

業負担額

  

項 

 

      目 平成2

 

7年度 平成28年度 平

 

成29年度 平成30年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 補

考

修工事学校数 8 8 8 8
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達

等の調査を進めました

成

。継続 一般・10款・

状

2項・1目

事    

況

業    主    

小

体
教育総務課

【滝沢市

学

主体】

校

事     

備

  業       

品

名 事業の意図やねらい

購

（成果や効果）の達成

 

入

状況

教育委託事業 【事

事

業意図・ねらい】盛岡

業

市立月が丘小学校及び

【

盛岡市立城北小学校の

事

近隣に在

住する学齢児

業

童が、それらの学校に

意

通学できるようにしま

図

す。

【達成状況】上記

・

小学校へ通学でき、通

ね

学距離の短縮及び通学

一

ら

の安全が図られま

した

い

。

継続区分 会計・款・

】

項・目 平成30年度の

児

事業概要（実績）
滝沢

童

市穴口地内の滝沢市教

が

育委員会が指定する区

良

域に住所を有し、かつ

好

、保護者継続 一般・1

な

0款・2項・2目
が盛

環

岡市立学校への入学を

人

境

希望する学齢児童につ

で

いて、義務教育に関す

学

る事務の
事    業

校

    主    体

生

管理及び執行を盛岡市

活

教育委員会へ委託し、

を

それに係る経費を負担

す

しました。

教育総務課

る

【協働事業】

盛岡市

た

一

めに必要な備品の整

備

人

を図ります。

【達成状

が

況】事前ヒアリングに

学

より要望があった管理

ぶ

備品について整備しま

よ

した

。

継続区分 会計・

政 ろ

款・項・目 平成30年

こ

度の事業概要（実績）

び

学校から要望のあった

を

維持管理用備品を購入

実

しました。継続 一般・

感

10款・2項・1目

事

で

    業    主

き

    体
教育総務課

る

【滝沢市主体】

ま

事 

策 ち

      業   

を

    名 事業の意図

目

やねらい（成果や効果

指

）の達成状況

小学校屋

し

根・外壁等改修事業 【

ま

事業意図・ねらい】経

す

年劣化により大規模な

 

修繕が必要となってい

基

る校舎・体

育館の屋根

本

、外壁等の改修を行い

　
施

教育環境の改善を図り

策

ます。

【達成状況】鵜

　

飼小学校の改修工事に

０

向けて、設計業務を発

１

注し業務を完了しま

し

 

た。

継続区分 会計・款

 

・項・目 平成30年度

 

の事業概要（実績）
鵜

教

飼小学校の実施設計業

育

務を完了しました。継

　
基

続 一般・10款・2項

盤

・1目

事    業 

の

   主    体
教

充

育総務課

【滝沢市主体

実

】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

小学校空調設備整備事

　

業 【事業意図・ねらい】児童の熱中症対策のために普通教室等へ空調設備を整備し

、教育環境の改善を図るものです。

【達成状況】設

事

置工事に向けて、設計

 

業務を発注し業務を進

 

めました。

継続区分 会

 

計・款・項・目 平成3

０

 

0年度の事業概要（実

 

績）
設計業務について

 

は平成31年4月完了

 

に向け業務を進めまし

業

た。新規 一般・10款

 

・2項・1目

事   

 

 業    主   

 

 体
教育総務課

【滝沢

 

市主体】

 

事    

５

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

名

い（成果や効果）の達

事

成状況

小学校便所改修

業

事業 【事業意図・ねら

の

い】小学校設置者とし

意

て、老朽化した便所の

図

補修工事、洋式化

を実

や

施して、児童の指導上

ね

、保健衛生上及び管理

 

ら

上適切なものにします

い

。

【達成状況】事業実

（

施に向け、特定財源や

成

工事費、工事内容等の

果

調査を実施しま

した。

や

継続区分 会計・款・項

効

・目 平成30年度の事

果

業概要（実績）
改修工

）

事実施に向け、特定財

の

源や工事費、工事内容
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平 績

目

年度～令和3年度標
動

○

41 38 38 32値 単

全

位 人

／指
実

標 績 単 位

決

体

投 年度別事業費 4,3

事

43 4,374 3,6

業

53 4,015

資 内 特

期

定財源
算

指 訳 一般財源

間

4,343 4,374

活

3,653 4,015

備

額標 他団体事業負担額

報

品整備学校数 8 8 8 8

告

  平成30年度～令

平

和3年度標
動 8 8 8 8

成

値 単 位 校

／指
実

標 績 単

2

位

決投 年度別事業費 4

7

,988 7,065 7

年

,786 3,548

資

度

内 特定財源 1,600

～

3,200
算

指 訳 一般

成
平

財源 4,988 5,4

成

65 4,586 3,5

3

48

額標 他団体事業負

0

担額

年度

項   

（

    目 平成27年

単

度 平成28年度 平成2

位

9年度 平成30年度 備

 

       考

目 ○

3

 

全体事業期間活 屋根・

千

外壁改修工事実施校数

円

0 0 0 1   平成30

）

年度～令和2年度標
動 0 0 0 0値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   学校教育施設等整備事業債投 年度別事業費 8,068   
  資 内 特定財源 5,5

0

00
算   

  指 訳 一般財源 2,568 令和元年度へ繰越明許費23,328

額 千円（工事費分）標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成

年

29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 普通教室空調設備整備率 0 0 0 0   平成30年度～令和元年度標
動 0 0 0 0値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決

項

  ブロック塀・冷房

 

設備対応臨投 年度別事

度

 

業費   時特例交付金

 

【国】（1/3）
  

 

学校教育施設等整備事

 

業債資 内 特定財源
算  

 

 
  指 訳 一般財源 <

 

平成30年度補正予算

目

新規事業>

額 令和元年

平

度へ繰越明許費454

成

,01標 他団体事業負

2

担額
2千円

事

7年

項

度

       目 平成

平

27年度 平成28年度

成

平成29年度 平成30

2

年度 備       

8

考

目 ○全体事業期間活

年

校舎便所改修工事実施

度

校数 1 1 3 0   平成

平

30年度～令和3年度

業

成

標
動 0 0 4 0値 単 位

／

2

指 校舎便器洋式化率 0

9

68 94 94
実

標 0 6

年

8.95 94.83 9

度

4.83績 単 位

決投 年

平

度別事業費 864 29

成

,467

資 内 特定財源

3

24,360
算

指 訳 一

0

般財源 864 5,10

年

7 ＜調査事業＞

額標 他

実

度

団体事業負担額

備  

項       目

 

平成27年度 平成28

 

年度 平成29年度 平成

 

30年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 委託人数 46 46

考

42 40   平成30

13



  

達

度の事業概要（実績）

成

学校維持管理に必要な

状

物品の購入、公共料金

況

の支払い、施設の点検

小

作業等を実施継続 一般

学

・10款・3項・1目

校

しました。
事    

教

業    主    

育

体
教育総務課

【滝沢市

用

主体】

 

コ

事     

ン

  業       

ピ

名 事業の意図やねらい

ュ

（成果や効果）の達成

ー

状況

中学校校舎等補修

タ

事業 【事業意図・ねら

整

い】中学校設置者とし

備

て、その施設及び設備

事

を常時適法な状態

に維

業

持します。

【達成状況

一

【

】必要な補修工事を実

事

施して、生徒の指導上

業

・保健衛生上・安全及

意

び

事業の管理上適切な

図

ものにしました。

継続

・

区分 会計・款・項・目

ね

平成30年度の事業概

ら

要（実績）
日常的な補

い

修工事を実施しました

】

。継続 一般・10款・

人

児

3項・1目

事    

童

業    主    

に

体
教育総務課

【滝沢市

パ

主体】

ソコンやイン

一

ターネットの活用方法

人

を学ばせるこ

とにより

が

OA機器活用の基礎知

学

識や経験の習得に努め

ぶ

人材育成に寄与します

よ

。

【達成状況】事業の

政 ろ

実施に向けて更新内容

こ

の精査を行いました。

び

継続区分 会計・款・項

を

・目 平成30年度の事

実

業概要（実績）
平成3

感

1年度の事業実施に向

で

け、学校や業者と打ち

き

合わせを行いました。

る

継続 一般・10款・2

ま

項・2目

事    業

策 ち

    主    体

を

教育総務課

【滝沢市主

目

体】

指

事      

し

 業       名

ま

事業の意図やねらい（

す

成果や効果）の達成状

 

況

小学校教育用コンピ

基

ュータ管理事業 【事業

本

意図・ねらい】学校で

　
施

活用するパソコンやイ

策

ンターネットを、最適

　

な環境

で運用できるよ

０

うにします。

【達成状

１

況】パソコン機器、ネ

 

ットワークにおいて保

 

守管理を行いました。

 

継続区分 会計・款・項

教

・目 平成30年度の事

育

業概要（実績）
小学校

　
基

6校の保守管理を実施

盤

しました。継続 一般・

の

10款・2項・2目

事

充

    業    主

実

    体
教育総務課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果

　

）の達成状況

新設校整備事業 【事業意図・ねらい】過大規模校になると推計される２校の学区の調整、再編を

行い、分離新設により小

事

学校を建設し、適正規

 

模化を図ります。

【達

 

成状況】平成31年4

 

月に開校し、過大規模

０

 

校の解消を図りました

 

。

（重点事業）

継続区

 

分 会計・款・項・目 平

 

成30年度の事業概要

業

（実績）
滝沢中央小学

 

校建物の建設工事及び

 

開校準備（備品購入、

 

その他）が完了しまし

 

継続 一般・10款・2

 

項・3目
た。

事   

５

 

 業    主   

 

 体
教育総務課

【滝沢

名

市主体】

事

事    

業

   業      

の

 名 事業の意図やねら

意

い（成果や効果）の達

図

成状況

中学校維持管理

や

事業 【事業意図・ねら

ね

い】生徒が良好な教育

 

ら

環境で学校生活を過ご

い

せるようにします

。

【

（

達成状況】学校施設の

成

維持管理を適切に行い

果

ました。また、平成3

や

0年10月より

新電力

効

会社へ切替を行い、電

果

気料金の削減を図りま

）

した。

継続区分 会計・

の

款・項・目 平成30年
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平 績

目

6 45,899

額標 他

○

団体事業負担額

全体事

項       目

業

平成27年度 平成28

期

年度 平成29年度 平成

間

30年度 備     

活

  考

目 ○全体事業期

教

間活 補修工事学校数 4

報

育

4 4 4   平成30年

用

度～令和3年度標
動 4

パ

4 4 4値 単 位 校

／指
実

ソ

標 績 単 位

決投 年度別事

コ

業費 8,996 5,7

ン

08 5,820 6,0

更

61

資 内 特定財源
算

指

新

訳 一般財源 8,996

学

5,708 5,820

校

6,061

額標 他団体

告

1

事業負担額

1 1 0   平成30

平

年度～令和3年度標
動

成

1 2 1 0値 単 位 校

／指

2

実
標 績 単 位

決投 年度別

7

事業費 11,704 1

年

8,515 3,035

度

資 内 特定財源 5,50

～

0 10,000 2,3

成
平

00
算

指 訳 一般財源 6

成

,204 8,515 7

3

35

額標 他団体事業負

0

担額

年度

項   

（

    目 平成27年

単

度 平成28年度 平成2

位

9年度 平成30年度 備

 

       考

目 ○

3

 

全体事業期間活 パソコ

千

ン等周辺機器管理学校

円

6 6 6 6   平成30

）

年度～令和3年度標
動 6 6 6 6値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 4,713 2,424 1,516 1,616

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 4,71

0

3 2,424 1,516 1,616

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間

年

活 滝沢中央小学校の開校 0 0 0 0   平成24年度～平成30年度標
動 0 0 0 0値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   文科省負担金【国】（1/2）投 年度別事業費 35,9

項

53 21,665 37

 

7,225 1,740

度

 

,823   特定防衛

 

施設周辺整備調整交
 

 

 付金【国】、地域整

 

備特別対資 内 特定財源

 

23,889 328,

 

350 1,740,8

目

23
算   策事業基金

平

繰入金【その他】
  

成

ほか指 訳 一般財源 12

2

,064 21,665

事

7

48,875 平成30

年

年度実施平成29年度

度

継続

額 費逓次繰越66

平

2,189千円、平成

成

2標 他団体事業負担額

2

8年度事故繰越48,

8

690千円

年度

項

平

       目 平成

業

成

27年度 平成28年度

2

平成29年度 平成30

9

年度 備       

年

考

目 ○全体事業期間活

度

維持管理学校数 4 4 4

平

4   平成30年度～

成

令和3年度標
動 4 4 4

3

4値 単 位 校

／指
実

標 績

0

単 位 ○特定財源

決   

年

防音事業関連維持事業

実

度

補助金投 年度別事業費

備

48,096 49,2

 

88 54,194 46

 

,136   【国】教

 

育実習生受入金【そ
 

 

 の他】資 内 特定財源

 

129 252 208 2

 

37
算   

  指 訳 一

 

般財源 47,967 4

考

9,036 53,98

15



  

達

、一本木中学校の３校

成

でパソコン更新を実施

状

しました継続 一般・1

況

0款・3項・2目
。

事

中

    業    主

学

    体
教育総務課

校

【滝沢市主体】

備

事 

品

      業   

購

    名 事業の意図

 

入

やねらい（成果や効果

事

）の達成状況

要保護・

業

準要保護医療事業 【事

【

業意図・ねらい】要保

事

護・準要保護児童生徒

業

が、健康な体で安心し

意

て就学で

きるよう支援

図

します。

【達成状況】

・

学校健診等で発見され

ね

た疾病に対し医療券を

一

ら

発行し治療を促すこと

い

（義務的事業） によっ

】

て、義務教育の円滑な

生

実施が図られました。

徒

継続区分 会計・款・項

が

・目 平成30年度の事

良

業概要（実績）
学校保

好

健安全法施行令に規定

な

する疾病の治療に要す

環

る費用を負担し、要保

人

境

護及び継続 一般・10

で

款・6項・1目
準要保

学

護児童生徒が健康な体

校

で安心して就学できる

生

ように支援しました。

活

事    業    

を

主    体
教育総務

す

課

【滝沢市主体】

るた

一

めに必要な備品の整

備

人

を図ります。

【達成状

が

況】事前ヒアリングに

学

より要望があった管理

ぶ

備品について整備しま

よ

した

。

継続区分 会計・

政 ろ

款・項・目 平成30年

こ

度の事業概要（実績）

び

学校から要望のあった

を

維持管理用備品及び、

実

滝沢第二中学校のトラ

感

クターを購入継続 一般

で

・10款・3項・1目

き

しました。
事    

る

業    主    

ま

体
教育総務課

【滝沢市

策 ち

主体】

を

事     

目

  業       

指

名 事業の意図やねらい

し

（成果や効果）の達成

ま

状況

中学校空調設備整

す

備事業 【事業意図・ね

 

らい】生徒の熱中症対

基

策のために普通教室等

本

へ空調設備を整備し

、

　
施

教育環境の改善を図る

策

ものです。

【達成状況

　

】設置工事に向けて、

０

設計業務を発注し業務

１

を進めました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 平

 

成30年度の事業概要

 

（実績）
設計業務につ

教

いては平成31年4月

育

完了に向け業務を進め

　
基

ました。新規 一般・1

盤

0款・3項・1目

事 

の

   業    主 

充

   体
教育総務課

【

実

滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

中学校教育

　

用コンピュータ管理事業 【事業意図・ねらい】学校で活用するパソコンやインターネットを、最適な環境

で運用できるようにします。

事

【達成状況】パソコン

 

機器、インターネット

 

において保守管理を行

 

いました。

継続区分 会

０

 

計・款・項・目 平成3

 

0年度の事業概要（実

 

績）
中学校6校の保守

 

管理を実施しました。

業

継続 一般・10款・3

 

項・2目

事    業

 

    主    体

 

教育総務課

【滝沢市主

 

体】

 

事      

５

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

名

成果や効果）の達成状

事

況

中学校教育用コンピ

業

ュータ整備事業 【事業

の

意図・ねらい】必要な

意

情報機器、ソフトウェ

図

ア等の充実を図ること

や

で、生

徒が活用方法に

ね

慣れ親しみ、社会生活

 

ら

の中で正しい活用方法

い

を習得します。

【達成

（

状況】滝沢南中学校、

成

一本木中学校、滝沢中

果

学校の3校に教育用パ

や

ソコン

を整備しました

効

。

継続区分 会計・款・

果

項・目 平成30年度の

）

事業概要（実績）
滝沢

の

中学校、滝沢南中学校
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平 績

目

87 87 87   平成

○

30年度～令和3年度

全

標
動 123 99 72 8

体

8値 単 位 人

／指
実

標 績

事

単 位 ○特定財源

決   

業

要保護児童生徒援助費

期

補助金投 年度別事業費

間

1,107 862 65

活

9 718   【国】（

備

1/2）
  被災児童

報

品

生徒就学援助事業費資

整

内 特定財源 81 68 8

備

5 82
算   補助金【

学

県】（10/10）
 

校

 指 訳 一般財源 1,0

数

26 794 574 63

6

6

額標 他団体事業負担

6

額

6 6

告

  平成30年度～令

平

和3年度標
動 6 6 6 6

成

値 単 位 校

／指
実

標 績 単

2

位 ○特定財源

決   特

7

定防衛施設周辺整備調

年

整交投 年度別事業費 6

度

,000 2,679 2

～

,500 4,657  

成
平

 付金【国】
  資 内

成

特定財源 1,700 1

3

,600
算   

  指

0

訳 一般財源 4,300

年

2,679 2,500

度

3,057

額標 他団体

（

事業負担額

単位

項

 

       目 平成

3

 

27年度 平成28年度

千

平成29年度 平成30

円

年度 備       

）

考

目 ○全体事業期間活 普通教室空調設備整備率 0 0 0 0   平成30年度～令和元年度標
動 0 0 0 0値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   ブロック塀・

0

冷房設備対応臨投 年度別事業費   時特例交付金【国】（1/3）
  学校教育施設等整備事業債資 内 特定財源

算   
  指 訳 一般財源 <平成30年度補正予算新規事業>

額 令和元年度へ繰越明許費247,17標 他団体事

年

業負担額
5千円

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期

項

間活 パソコン等周辺機

 

器管理学校 6 6 6 6  

度

 

 平成30年度～令和

 

3年度標
動 6 6 6 6値

 

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 1,

 

525 1,429 1,

 

419 1,811

資 内

目

特定財源
算

指 訳 一般財

平

源 1,525 1,42

成

9 1,419 1,81

2

1

額標 他団体事業負担

事

7

額

年度

項    

平

   目 平成27年度

成

平成28年度 平成29

2

年度 平成30年度 備 

8

      考

目 ○全

年

体事業期間活 教育用パ

度

ソコン更新学校 1 0 0

平

3   平成30年度～

業

成

令和3年度標
動 1 0 0

2

3値 単 位 校

／指
実

標 績

9

単 位 ○特定財源

決   

年

特定防衛施設周辺整備

度

調整交投 年度別事業費

平

4,378 19,87

成

4   付金【国】
  

3

資 内 特定財源 2,08

0

0 6,260
算   

 

年

 指 訳 一般財源 2,2

実

度

98 13,614

額標

備

他団体事業負担額

   

項       

 

目 平成27年度 平成2

 

8年度 平成29年度 平

 

成30年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

考

期間活 被治療者数 70
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達

目 平成30年度の事業

成

概要（実績）
改修工事

状

実施に向け、特定財源

況

や工事費、工事内容等

小

の調査を進めました。

学

継続 一般

事    業

校

    主    体

プ

教育総務課

【滝沢市主

ー

体】

ル

事      

 

改

 業       名

修

事業の意図やねらい（

事

成果や効果）の達成状

業

況

中学校プール改修事

【

業 【事業意図・ねらい

事

】中学校設置者として

業

老朽化したプールの補

意

修工事を実施し

、児童

図

の指導上、保健衛生上

・

及び管理上適切なもの

一

ね

にします。

【達成状況

ら

】事業実施に向け、特

い

定財源や工事費、工事

】

内容等の調査を実施し

小

ま

した。

継続区分 会計

学

・款・項・目 平成30

校

年度の事業概要（実績

設

）
改修工事実施に向け

置

、特定財源や工事費、

者

工事内容等の調査を進

人

と

めました。継続 一般

事

し

    業    主

て

    体
教育総務課

老

【滝沢市主体】

朽化したプー

一

ルの補修工事を実施し

人

、児童の指導上、保健

が

衛生上及び管理上適切

学

なものにします。

【達

ぶ

成状況】事業実施に向

よ

け、特定財源や工事費

政 ろ

、工事内容等の調査を

こ

実施しま

した。

継続区

び

分 会計・款・項・目 平

を

成30年度の事業概要

実

（実績）
改修工事実施

感

に向け、特定財源や工

で

事費、工事内容等の調

き

査を進めました。継続

る

一般

事    業  

ま

  主    体
教育

策 ち

総務課

【滝沢市主体】

を目

事       業

指

       名 事業

し

の意図やねらい（成果

ま

や効果）の達成状況

小

す

学校放送設備改修事業

 

【事業意図・ねらい】

基

小学校設置者として老

本

朽化した放送設備の補

　
施

修工事を実施

して、児

策

童の指導上、保健衛生

　

上及び管理上適切なも

０

のにします。

【達成状

１

況】事業実施に向け、

 

特定財源や工事費、工

 

事内容等の調査を実施

 

しま

した。

継続区分 会

教

計・款・項・目 平成3

育

0年度の事業概要（実

　
基

績）
改修工事実施に向

盤

け、特定財源や工事費

の

、工事内容等の調査を

充

進めました。継続 一般

実

事    業    主    体
教育総務課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意

　

図やねらい（成果や効果）の達成状況

中学校放送設備改修事業 【事業意図・ねらい】中学校設置者として老朽化した放送設備の補修工

事

事を実施

して、児童の

 

指導上、保健衛生上及

 

び管理上適切なものに

 

します。

【達成状況】

０

 

事業実施に向け、特定

 

財源や工事費、工事内

 

容等の調査を実施しま

 

した。

継続区分 会計・

業

款・項・目 平成30年

 

度の事業概要（実績）

 

改修工事実施に向け、

 

特定財源や工事費、工

 

事内容等の調査を進め

 

ました。継続 一般

事 

５

 

   業    主 

 

   体
教育総務課

【

名

滝沢市主体】

事

事  

業

     業    

の

   名 事業の意図や

意

ねらい（成果や効果）

図

の達成状況

中学校便所

や

改修事業 【事業意図・

ね

ねらい】中学校設置者

 

ら

として、老朽化した便

い

所の補修、洋式化を実

（

施して生徒の指導上、

成

保健衛生上及び管理上

果

適切なものにします。

や

【達成状況】事業実施

効

に向け、特定財源や工

果

事費、工事内容等の調

）

査を実施しま

した。

継

の

続区分 会計・款・項・
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平 績

目 ○全体事業期間活 プ

報

ール改修工事実施校 0

告

0 1 1   平成30年

平

度～令和3年度標
動 0

成

0 0 0値 単 位 校

／指
実

2

標 績 単 位

決投 年度別事

7

業費

資 内 特定財源
算

指

年

訳 一般財源 ＜調査事業

度

＞

額標 他団体事業負担

～

額

成
平成

項    

3

   目 平成27年度

0

平成28年度 平成29

年

年度 平成30年度 備 

度

      考

目 ○全

（

体事業期間活 放送設備

単

改修工事実施校 0 0 2

位

2   平成30年度～

 

令和3年度標
動 0 0 0

3

 

0値 単 位 校

／指
実

標 績

千

単 位

決投 年度別事業費

円

資 内 特定財源
算

指 訳 一

）

般財源 ＜調査事業＞

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度

0

平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 放送設備改修工事実施校 0 0 1 1   平成30年度～令和3年度標
動 0 0 0 0値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 ＜調査事業＞

額標 他

年

団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期

項

間活 校舎便所改修工事

 

実施校数 0 0 0 1   

度

 

平成30年度～令和3

 

年度標
動 0 0 0 0値 単

 

位 校

／指 校舎便器洋式

 

化率 0 0 32 52
実

標

 

0 0 32 32績 単 位 ％

 

決投 年度別事業費

資 内

目

特定財源
算

指 訳 一般財

平

源 ＜調査事業＞

額標 他

成

団体事業負担額

2

事

7年

項       目

度

平成27年度 平成28

平

年度 平成29年度 平成

成

30年度 備     

2

  考

目 ○全体事業期

8

間活 プール改修工事実

年

施校数 0 0 0 1   平

度

成30年度～令和3年

平

度標
動 0 0 0 0値 単 位

業

成

校

／指
実

標 績 単 位

決投

2

年度別事業費

資 内 特定

9

財源
算

指 訳 一般財源 <

年

調査事業>

額標 他団体

度

事業負担額

平成30年

実

度 備       考

19



  

達成状況

中学校屋根・

 

外壁等改修事業 【事業

一

意図・ねらい】経年劣

人

化により大規模な修繕

一

が必要となっている校

人

舎・体

育館の屋根、外

が

壁等の改修を行い教育

学

環境の改善を図ります

ぶ

。

【達成状況】事業実

よ

施に向け、特定財源や

政 ろ

工事費、工事内容等の

こ

調査を実施しま

した。

び

継続区分 会計・款・項

を

・目 平成30年度の事

実

業概要（実績）
改修工

感

事実施に向け、特定財

で

源や工事費、工事内容

き

等の調査を進めました

る

。継続 一般

事    

ま

業    主    

策 ち

体
教育総務課

【滝沢市

を

主体】

目

事     

指

  業       

し

名 事業の意図やねらい

ま

（成果や効果）の達成

す

状況

小学校再生可能エ

 

ネルギー等導入事業 平

基

成27年度事業実績報

本

告書参照

継続区分 会計

　
施

・款・項・目 平成30

策

年度の事業概要（実績

　

）
平成27年度完了事

０

業完了 ―

事    業

１

    主    体

 

教育総務課

【滝沢市主

 

体】

 

事      

教

 業       名

育

事業の意図やねらい（

　
基

成果や効果）の達成状

盤

況

小学校非構造部材耐

の

震化事業 平成27年度

充

事業実績報告書参照

継

実

続区分 会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（実績）
平成27年度完了事業完了 ―

事    業    主    体
教育総務課

　

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

中学校非

事

構造部材耐震化事業 平

 

成27年度事業実績報

 

告書参照

継続区分 会計

 

・款・項・目 平成30

０

 

年度の事業概要（実績

 

）
平成27年度完了事

 

業完了 ―

事    業

 

    主    体

業

教育総務課

【滝沢市主

 

体】

小    

 

          

 

          

 

     計

 

５

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の
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平 績

目 ○全体事業期間活 修

報

繕工事実施校数 0 0 0

告

0   平成30年度～

平

令和3年度標
動 0 0 0

成

0値 単 位 校

／指
実

標 績

2

単 位

決投 年度別事業費

7

資 内 特定財源
算

指 訳 一

年

般財源 ＜調査事業＞

額

度

標 他団体事業負担額

～
成

平成

項      

3

 目 平成27年度 平成

0

28年度 平成29年度

年

平成30年度 備   

度

    考

目 ○全体事

（

業期間活 太陽光パネル

単

等設置学校数 2   平

位

成26年度～平成27

 

年度標
動 2値 単 位 校

／

3

 

指
実

標 績 単 位

決投 年度

千

別事業費 76,463

円

資 内 特定財源 74,9

）

39
算

指 訳 一般財源 1,524

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平

0

成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 特定天井耐震化校数 1   平成26年度～平成27年度標
動 1値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 14,246

資 内 特定財源 14,202
算

指 訳 一般財

年

源 44

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目

項

○全体事業期間活 特定

 

天井耐震化校数 2   

度

 

平成26年度～平成2

 

7年度標
動 2値 単 位 校

 

／指
実

標 績 単 位

決投 年

 

度別事業費 40,12

 

2

資 内 特定財源 40,

 

122
算

指 訳 一般財源

目

額標 他団体事業負担額

平成

項

2

       目 平成

事

7

27年度 平成28年度

年

平成29年度 平成30

度

年度 備       

平

考

決投 年度別事業費 4

成

34,501 292,

2

924 664,758

8

2,017,364

資

年

内 特定財源 166,0

度

32 15,236 36

平

1,373 1,758

業

成

,112
算

指 訳 一般財

2

源 268,469 27

9

7,688 303,3

年

85 259,252

額

度

標 他団体事業負担額

平成30年

実

度 備       考
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掲

項・目 平成30年度の

げ

事業概要（実績）
学力

、

向上・不登校児童生徒

子

対策・特別支援教育の

ど

向上を目指し、教職経

も

験退職者継続 一般・1

た

0款・1項・2目
を「

ち

学校教育専門員」とし

が

て雇用することにより

安

、学校との連携を深め

 

心

ながら、
事    業

し

    主    体

て

児童生徒の教育活動を

生

サポートしました。ま

き

た、県配置のスクール

生

カウンセラー

学校教育

き

指導課 を活用した教育

と

相談を行い、児童生徒

生

の学校不適応の未然防

活

止と問題の解決を図

【

一

で

滝沢市主体】 りました

き

。滝沢市いじめ防止等

る

対策協議会を年2回開

学

催し、関係機関・団体

校

と連

携を図り、市内小

づ

中学校のいじめ防止等

く

のための対策を推進し

り

ました。

を

事    

目

   業      

人

指

 名 事業の意図やねら

し

い（成果や効果）の達

ま

成状況

国際理解推進事

す

業 【事業意図・ねらい

。

】ＡＬＴ（外国語指導

ま

助手）により各学校の

た

国際理解教育の

推進を

、

図るとともに、児童生

「

徒の英語力向上を図り

生

、国際社会を生きる児

一

き

童生徒

の育成に努めま

る

す。

【達成状況】各学

力

校の国際理解教育と英

」

語教育の充実が図られ

を

ました。

継続区分 会計

育

・款・項・目 平成30

て

年度の事業概要（実績

る

）
各小中学校において

学

、ＡＬＴ（外国語指導

習

助手）による小学校外

人

指

国語活動や中学継続 一

導

般・10款・1項・2

要

目
校英語の授業等の実

領

施をサポートするとと

の

もに、次期学習指導要

趣

領改訂による小
事  

旨

  業    主  

を

  体 学校英語の教科

踏

化を見据え、校内研究

ま

会・英語研修会を支援

が

え

しました。

学校教育指

、

導課

【滝沢市主体】

滝沢市学校教育目

学

標「明るく　かしこく

ぶ

　たくましい子ど

も」

よ

を育成するため、確か

政 ろ

な学力を育む教育の推

こ

進、豊かな人間性や社

び

会性の育成、健康・安

を

全活動の支援の充実を

実

図る中

で、子どもたち

感

が学べることの幸福感

で

を味わえるような学校

き

教育を目指します。

基

る

本計画期間内の取り組

ま

みと方針のうち、平成

策 ち

30年度の重点課題の

を

達成（実現）状況

Ｂ 概

目

ね達成した

【重点課題

指

】

　確かな学力を育む

し

教育の推進

【重点課題

ま

に対応した達成状況】

す

　学力検査等の実態把

 

握と分析、それに基づ

基

いたわかる授業の推進

本

、授業と連動した家庭

　
施

学習の充実が図られて

策

おり、概ね

目標値を達

　

成しています。

０

事 

２

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

派遣指導

学

主事設置事務 【事業意

校

図・ねらい】指導主事

　
教

を設置することにより

育

教育委員会及び学校教

の

職員

のレベルアップを

充

図ります。

【達成状況

実

】生徒指導、教職員研修等の事務を行いながら、教育委員会及び学校

（義務的事業） 教職員のレベルアップが図られました。

継続区分

　

会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（実績）
学校の教育課程や指導に関する事務に従事する専門的教育職

基

員として、教育委員継

本

続 一般・10款・1項

施

・2目
会及び学校教職

策

員のレベルアップを目

が

指し、学校における教

０

４

育課程及び学習指導
事

年

    業    主

間

    体 の方法等に

で

ついて実践的な研究を

め

行い、市内小中学校を

ざ

学校訪問しながら専門

す

的

学校教育指導課 立場

姿

から助言し、学校教育

目

の充実・改善を図りま

指

した。

【滝沢市主体】

５

す学

事       業

校

       名 事業

像

の意図やねらい（成果

と

や効果）の達成状況

学

し

校教育指導事業 【事業

て

意図・ねらい】学校教

「

育現場の経験を有する

正

学校教育専門員を配置

義

し、学

力向上・不登校

 

」

児童生徒対策・特別支

と

援教育の向上を図りま

「

す。

【達成状況】専門

信

員が教育委員会と学校

頼

の橋渡しや保護者・教

」

職員の相談に応じ

、学

の

力向上・不登校児童生

学

徒対策・特別支援教育

校

の向上が図られました

を

。

継続区分 会計・款・
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平 績

学力

項    

を

   目 平成27年度

育

平成28年度 平成29

む

年度 平成30年度 備 

教

      考

目 ○全

育

体事業期間活 小学校訪

の

問回数 320 320 3

推

20 370   平成3

進

0年度～令和3年度標

報

」

動 384 312 346

に

341値 単 位 回

／指 中

つ

学校訪問回数 100 1

い

00 100 50
実

標 1

て

08 240 253 78

は

績 単 位 回

決投 年度別事

、

業費 9,953 9,9

わ

53 9,953 10,

か

083

資 内 特定財源
算

る

指 訳 一般財源 9,95

告

授

3 9,953 9,95

業

3 10,083

額標 他

の

団体事業負担額

推進及び家庭学

平

習の充実を図るため、

成

授業改善に係る事業や

2

人的支援を実施し、学

7

習環境の整備と教員の

年

指導力の向上を目指し

度

ました。

・「豊かな人

～

間性や社会性の育成」

成
平

については、道徳教育

成

の充実と特別支援教育

3

の充実を図るため、道

0

徳に係る授業研修や

公

年

開講座、支援員等の配

度

置を実施し、教員の指

（

導力の向上と支援体制

単

の充実を目指しました

位

。

・「健康・安全活動

 

の支援」については、

3

 

児童生徒の登下校中の

千

安全を確保するため、

円

通学路の点検やスクー

）

ルガードによ

る見守り活動を組織的に実施し、安全対策の充実を目指しました。

令和2年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方

0

向性】

・引き続き「確かな学力を育む教育」が更に推進されるように、教員の指導力向上と人的支援に係る取組

基

の充実を目指しま

す。

本

【引継課題】

・「確か

施

な学力を育む教育の推

策

進」「豊かな人間性や

目

社会性の育成」「健康

年

標

・安全活動の支援」の

の

３つの施策を実施する

達

こ

とにより、滝沢市学

成

校教育目標「明るく　

（

かしこく　たくましい

実

子ども」の育成を図り

現

ます。

）に

項  

向

     目 平成27

度

け

年度 平成28年度 平成

た

29年度 平成30年度

計

備       考

目

画

○全体事業期間活 校内

期

研究会 50 50 50 5

間

0   平成30年度～

内

令和3年度標
動 50 5

の

0 54 51値 単 位 回

／

取

指
実

標 績 単 位

決投 年度

り

別事業費 4,793 6

事

組

,248 4,906 6

み

,746

資 内 特定財源

と

算
指 訳 一般財源 4,7

方

93 6,248 4,9

針

06 6,746

額標 他

に

団体事業負担額

ついて

項       目

の

平成27年度 平成28

業

達

年度 平成29年度 平成

成

30年度 備     

（

  考

目 ○全体事業期

実

間活 学校教育専門員数

現

2 2 2 3   平成30

）

年度～令和3年度標
動

状

2 2 2 3値 単 位 人

／指

況

いじめ防止等対策協議

Ｂ

会 2 2 2 2
実

標 2 2 2

概

2績 単 位 回

決投 年度別

実

ね

事業費 4,870 4,

達

731 4,842 6,

成

804

資 内 特定財源
算

し

指 訳 一般財源 4,87

た

0 4,731 4,84

・

2 6,804 ＜統合事

「

業＞

額 「スクールカウ

確

ンセラー設置事標 他団

か

体事業負担額
業」を統

な

合

23



  

達

人間性を身に付けるこ

成

とができるようにする

状

ため、滝沢市学校教育

況

事    業    

ラ

主    体 指導計画

ー

を作成し、本市の人材

ニ

育成の方向性を示しま

ン

した。

学校教育指導課

グ

岩手地区小規模・複式

・

教育研究連盟負担金 

 

サ

8千円、岩手地区芽ぐ

ポ

みの会負担金 7

【滝

ー

沢市主体】 千円、岩手

タ

県難聴言語障害教育研

ー

究会負担金 10千円

・

、岩手県特別支援学級

プ

設置

学校長協議会負担

ロ

金 24千円

ジ

事  

ェ

     業    

一

ク

   名 事業の意図や

【

ねらい（成果や効果）

事

の達成状況

学力向上・

業

指導力向上事業 【事業

意

意図・ねらい】児童生

図

徒の学力向上のため、

・

学力調査等を実施する

ね

ととも

に、児童生徒へ

ら

の教材提供、教職員の

い

指導力向上の取組を推

人

】

進します。

【達成状況

学

】児童生徒の学力調査

校

等を実施し、学力実態

に

を把握するとともに、

大

児

童生徒への教材の提

学

供や、教職員の指導力

生

向上等の取組を推進し

を

ました。

継続区分 会計

派

・款・項・目 平成30

遣

年度の事業概要（実績

一

し

）
全国で実施する学力

、

検査と併せて、児童生

学

徒の学力実態把握のた

校

めの標準学力検継続 一

不

般・10款・1項・3

適

目
査実施を継続すると

応

ともに、児童生徒への

児

教材の提供や、教職員

童

の指導力向上等
事  

生

  業    主  

人

徒

  体 の取組を推進し

の

ました。

学校教育指導

学

課 【参考】別事業とし

力

てＡＬＴの派遣を継続

向

し英語力の向上を図り

上

ました。

【滝沢市主体

及

】

び

事       

学

業       名 事

校

業の意図やねらい（成

が

不

果や効果）の達成状況

適

就学指導事業 【事業意

応

図・ねらい】障がいが

状

ある児童生徒に対する

態

支援・指導の在り方を

の

協議

・検討し、児童生

解

徒の適正な就学指導を

消

推進します。

【達成状

を

況】障がいがある児童

図

生徒の適切な就学を判

学

り

断し、通常学級に在籍

ま

する

特別の支援を要す

す

る児童生徒への指導の

。

在り方を各学校に指導

ト

しました。

継続区分 会

事

計・款・項・目 平成3

業

0年度の事業概要（実

【

績）
就学前児童の教育

達

相談を行ったり、児童

成

生徒の個別検査等を実

ぶ

状

施したりしながら継続

況

一般・10款・1項・

】

3目
、年3回の就学指

児

導委員会を通じて、適

童

正な就学ができるよう

生

支援・指導を行い
事 

徒

   業    主 

に

   体 ました。また

対

、通常学級に在籍する

し

特別の支援を要する児

よ

て

童生徒の支援の在り方

き

学校教育指導課 につい

め

て、巡回教育相談を実

細

施して各学校を支援し

や

ました。

【滝沢市主体

か

】 ・就学指導委員会判

な

定児童生徒数　357

指

人

・巡回相談実施延べ

導

人数　59人

を

政 ろ

行ったとともに、大学

こ

生に対

する教育実践の

び

機会提供及び地域連携

を

の推進につながりまし

実

た。

継続区分 会計・款

感

・項・目 平成30年度

で

の事業概要（実績）
盛

き

岡大学及び岩手県立大

る

学と連携して、各小中

ま

学校に大学生を派遣す

策 ち

ることによ継続 一般・

を

10款・1項・3目
り

目

、授業、学校行事、放

指

課後学習での支援や、

し

特別な支援を要する児

ま

童生徒に対
事    

す

業    主    

 

体 する補助等を充実さ

基

せました。

学校教育指

本

導課

【滝沢市主体】

　
施策

事       業 

　

      名 事業の

０

意図やねらい（成果や

２

効果）の達成状況

学校

 

安全体制整備推進事業

 

【事業意図・ねらい】

 

登下校時の児童の安全

学

確保のため、滝沢市ス

校

クールガード

を配置し

　
教

、地域ぐるみの防犯活

育

動を推進します。

【達

の

成状況】各小中学校ご

充

とに滝沢市スクールガ

実

ードを配置し、地域ぐるみの防

犯活動を推進しました。

継続区分 会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（実績）
小学校毎に組織さ

　

れたスクールガードにボランティア保険をかけるとともに、証継続 一般・10款・1項・3目
明書、ベスト、帽子等を配付し、児童が

事

安心して学校に登下校

 

できるように見守
事 

 

   業    主 

 

   体 り活動を実施

０

 

しました。

学校教育指

 

導課

【協働事業】

滝沢

 

市スクールガード

 

事

業

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

学校教

 

育振興事業 【事業意図

 

・ねらい】市学校教育

５

 

目標「明るく　かしこ

 

く　たくましい子ども

名

」

を育成するため、市

事

学校教育指導計画を策

業

定し、学校教育を推進

の

します。

【達成状況】

意

「生きる力」を育てる

図

学習指導要領の趣旨を

や

踏まえ、市学校教育指

ね

導計画を策定し、計画

 

ら

に基づいて学校教育を

い

推進しました。

継続区

（

分 会計・款・項・目 平

成

成30年度の事業概要

果

（実績）
各学校が抱え

や

ている難題を解決し、

効

児童生徒一人一人が社

果

会の変化に対応できる

）

継続 一般・10款・1

の

項・3目
能力と豊かな
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平 績

目 ○全体事業期間活 派

報

遣人数 180 180 1

告

80 180   平成1

平

7年度～令和3年度標

成

動 109 125 143

2

156値 単 位 人

／指
実

7

標 績 単 位

決投 年度別事

年

業費 130 135 15

度

4 148

資 内 特定財源

～

算
指 訳 一般財源 130

成
平

135 154 148

額

成

標 他団体事業負担額

30年

項      

度

 目 平成27年度 平成

（

28年度 平成29年度

単

平成30年度 備   

位

    考

目 ○全体事

 

業期間活 スクールガー

3

 

ド登録者数 450 45

千

0 360 360   平

円

成30年度～令和3年

）

度標
動 322 326 311 289値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 923 851 241 251

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 923 851 241 25

0

1

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 滝沢市学校教育指導計画の作成

年

450 420 420 420   平成30年度～令和3年度標
動 430 420 420 400値 単 位 部数

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 150 153 153 171

資 内 特定財源
算

指

項

訳 一般財源 150 15

 

3 153 171

額標 他

度

 

団体事業負担額

   

項       目

 

平成27年度 平成28

 

年度 平成29年度 平成

目

30年度 備     

平

  考

目 ○全体事業期

成

間活 学力検査実施回数

2

3 3 5 5   平成30

事

7

年度～令和3年度標
動

年

5 5 5 5値 単 位 回

／指

度

実
標 績 単 位

決投 年度別

平

事業費 2,430 2,

成

420 2,343 2,

2

369

資 内 特定財源
算

8

指 訳 一般財源 2,43

年

0 2,420 2,34

度

3 2,369

額標 他団

平

体事業負担額

業

成29

項       目 平

年

成27年度 平成28年

度

度 平成29年度 平成3

平

0年度 備      

成

 考

目 ○全体事業期間

3

活 就学指導委員会 3 3

0

3 3   平成30年度

年

～令和3年度標
動 3 3

実

度

3 3値 単 位 回

／指 特別

備

支援学級等入級率 66

 

66 66 66
実

標 90

 

85 86 88績 単 位 ％

 

決投 年度別事業費 17

 

2 182 314 223

 

資 内 特定財源
算

指 訳 一

 

般財源 172 182 3

 

14 223

額標 他団体

考

事業負担額
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達

款・項・目 平成30年

成

度の事業概要（実績）

状

各学校に在籍する発達

況

障がいのある児童生徒

総

の状況を踏まえ、個別

合

の支援が必要継続 一般

的

・10款・1項・3目

な

と認められる児童生徒

学

が在籍する学校に対し

習

て特別支援教育支援員

 

の

を配置しまし
事   

時

 業    主   

間

 体 た。

学校教育指導

推

課

【滝沢市主体】

進

事

事

       業  

業

     名 事業の意

【

図やねらい（成果や効

事

果）の達成状況

あった

業

かハート支援員設置事

一

意

業 【事業意図・ねらい

図

】学習のつまづきや友

・

人関係による不適応傾

ね

向にある生徒の

在籍校

ら

に支援員を配置し、き

い

め細やかな適応指導の

】

充実に努めます。

【達

地

成状況】中学校3校に

域

1名ずつ計3名の支援

の

員を配置し、生徒の適

人

人

応指導に係

るきめ細や

材

かな指導の充実に努め

を

ました。

継続区分 会計

活

・款・項・目 平成30

用

年度の事業概要（実績

し

）
中学校3校に支援員

、

を1名ずつ配置し、生

「

徒へのきめ細やかな指

総

導の充実に努めま継続

合

一般・10款・1項・

一

的

3目
した。

事    

な

業    主    

学

体
学校教育指導課

【滝

習

沢市主体】

の

事   

時

    業     

間

  名 事業の意図やね

」

らい（成果や効果）の

に

達成状況

学校司書設置

お

事業 【事業意図・ねら

人

い

い】読書量の向上を目

て

指すとともに、小学校

「

における読書活動

の活

生

性化を図ります。

【達

き

成状況】小学校6校に

る

2校1名ずつ計3名の

力

学校司書を配置し、読

」

書量の向上を

目指すと

の

ともに、小学校におけ

育

る読書活動の活性化を

が

成

図りました。

継続区分

に

会計・款・項・目 平成

必

30年度の事業概要（

要

実績）
・市内6校の小

な

学校2校に1名ずつ計

問

3名の学校司書を配置

題

しました。継続 一般・

解

10款・1項・3目

事

決

    業    主

的

    体
学校教育指

学

な

導課

【滝沢市主体】

学習を円滑に実施し

ぶ

ます。

【達成状況】地

よ

域の人材等を講師とし

政 ろ

て、米作り、そば栽培

こ

、伝統芸能学習会、

職

び

業講座などの様々な体

を

験活動が行われました

実

。

継続区分 会計・款・

感

項・目 平成30年度の

で

事業概要（実績）
キャ

き

リア教育、国際理解教

る

育、環境教育、食育な

ま

ど様々な分野の講師を

策 ち

招き、指継続 一般・1

を

0款・1項・3目
導・

目

助言をいただきながら

指

体験的・課題解決的な

し

学習を行い、各学校に

ま

おいて地
事    業

す

    主    体

 

域や学校の実態に応じ

基

て創意工夫をこらした

本

学習ができるように支

　
施

援しました。

学校教育

策

指導課

【協働事業】

市

　

立小中学校

０

事   

２

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

 

達成状況

不登校児童生

学

徒解消対策事業 【事業

校

意図・ねらい】不登校

　
教

等の問題を抱える児童

育

生徒及び保護者の支援

の

のため

、学校、家庭、

充

関係機関の連携を図り

実

、児童生徒の適応指導に努めます。

【達成状況】学校、家庭、関係機関の緊密な連携を図るとともに、適応指導教室

「フレンド滝沢」

　

を運営しながら、児童生徒の適応指導に努めました。

継続区分 会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（実績）
不登校等の問題を抱

事

える児童生徒の学校適

 

応を目指し、学校適応

 

指導員等が学校継続 一

 

般・10款・1項・3

０

 

目
、家庭、関係校をコ

 

ーディネートして不登

 

校等の解消を図るとと

 

もに、適応指導
事  

業

  業    主  

 

  体 教室「フレンド

 

滝沢」を運営しながら

 

不登校児童生徒の学校

 

への復帰を目指しま

学

 

校教育指導課 した。

【

５

 

滝沢市主体】

 

事  

名

     業    

事

   名 事業の意図や

業

ねらい（成果や効果）

の

の達成状況

特別支援教

意

育支援員設置事業 【事

図

業意図・ねらい】発達

や

障がいのある児童生徒

ね

の学校生活上の介助や

 

ら

学習活動

上の支援を行

い

う特別支援教育支援員

（

により、義務教育を円

成

滑に実施します。

【達

果

成状況】小中学校8校

や

に計18名の特別支援

効

教育支援員を配置する

果

ことにより

、義務教育

）

の円滑な実施を図りま

の

した。

継続区分 会計・
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平 績

目

指 日常的に読書をする

○

生徒の割合 82 83 8

全

4 85
実

標 76 66 7

体

1 64績 単 位 ％

決投 年

事

度別事業費 4,170

業

4,054 3,932

期

4,154

資 内 特定財

間

源
算

指 訳 一般財源 4,

活

170 4,054 3,

外

932 4,154

額標

報

部

他団体事業負担額

講師派遣人数（講師

告

謝金支 50 50 50 5

平

0   平成30年度～

成

令和3年度標 払分）
動

2

91 79 101 81値

7

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

年

決投 年度別事業費 52

度

7 569 627 541

～

資 内 特定財源
算

指 訳 一

成
平

般財源 527 569 6

成

27 541

額標 他団体

3

事業負担額

0年

項

度

       目 平成

（

27年度 平成28年度

単

平成29年度 平成30

位

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

3

 

担当者会議の実施回数

千

3 3 2 2   平成30

円

年度～令和3年度標
動

）

2 2 2 2値 単 位 回

／指 1000人当たりの不登校児童生徒 10 10 10 10
実 数

標 10.3 10.1 11.2 12.2績 単 位 人

決投 年度別事業費 2,141

0

2,169 2,144 2,145

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 2,141 2,169 2,144 2,145

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成2

年

8年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 支援員配置人数 18 18 18 18   平成30年度～令和3年度標
動 18 18 18 18値 単 位 人

／指
実

標

項

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 25,150 25,

度

 

119 24,578 2

 

4,836

資 内 特定財

 

源
算

指 訳 一般財源 25

 

,150 25,119

 

24,578 24,8

 

36

額標 他団体事業負

目

担額

平成

項   

2

    目 平成27年

事

7

度 平成28年度 平成2

年

9年度 平成30年度 備

度

       考

目 ○

平

全体事業期間活 100

成

0人当たりの不登校生

2

徒数 10 26 25 25

8

  平成30年度～令

年

和3年度標
動 10.3

度

22.4 26.6 28

平

.9値 単 位 人

／指
実

標

業

成

績 単 位

決投 年度別事業

2

費 4,231 4,18

9

1 4,167 4,09

年

8

資 内 特定財源
算

指 訳

度

一般財源 4,231 4

平

,181 4,167 4

成

,098

額標 他団体事

3

業負担額

0年

項 

実

度

      目 平成2

備

7年度 平成28年度 平

 

成29年度 平成30年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 日

 

常的に読書をする児童

 

の割合 90 91 92 9

 

3   平成30年度～

 

令和3年度標
動 92 8

考

4 90 88値 単 位 ％

／
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達

年度の事業概要（実績

成

）
部活動指導員１名を

状

配置し、部活動ガイド

況

ラインに沿った活動の

滝

中で、その内容新規 一

沢

般・10款・1項・3

市

目
や教員の負担軽減等

小

の状況等を把握し、部

中

活動指導員を活用した

学

部活動の充実を
事  

 

校

  業    主  

復

  体 図りました。

学

興

校教育指導課

【滝沢市

教

主体】

育

事     

支

  業       

援

名 事業の意図やねらい

事

（成果や効果）の達成

業

状況

防災教育を中心と

【

した実践的安全教育 平

一

事

成29年度事業実績報

業

告書参照

総合支援事業

意

継続区分 会計・款・項

図

・目 平成30年度の事

・

業概要（実績）
平成2

ね

9年度完了事業完了 一

ら

般・10款・1項・3

い

目

事    業   

】

 主    体
学校教

防

育指導課

【滝沢市主体

人

災

】

・

事       

復

業       名 事

興

業の意図やねらい（成

教

果や効果）の達成状況

育

小学校教育振興事業 【

や

事業意図・ねらい】学

被

校教育活動の維持に必

災

要な教材等を整備し、

地

円滑な授業

運営による

一

支

有能な人材の育成に寄

援

与します。

【達成状況

活

】学校教育活動の維持

動

に必要な教材等を整備

な

し、円滑な授業運営に

ど

よ

り有能な人材の育成

各

に寄与しました。

継続

学

区分 会計・款・項・目

校

平成30年度の事業概

の

要（実績）
・教師用指

人

取

導書・教科書等の購入

り

継続 一般・10款・2

組

項・2目
・授業等に必

み

要な消耗品の購入
事 

を

   業    主 

推

   体 ・教材備品の

進

購入及び修繕

学校教育

し

指導課 ・学校図書の購

、

入

【滝沢市主体】

郷

が

土を愛しその復興・発

学

展を支える児童・生徒

ぶ

を育成します。

【達成

よ

状況】各学校ごとに計

政 ろ

画した事業を実施し、

こ

復興発展を支える児童

び

生徒の

育成に寄与しま

を

した。

継続区分 会計・

実

款・項・目 平成30年

感

度の事業概要（実績）

で

被災地小中学校との交

き

流及び防災教育などを

る

通して、復興発展を支

ま

える児童生徒継続 一般

策 ち

・10款・1項・3目

を

を育成しました。
事 

目

   業    主 

指

   体 ・小学校5校

し

学校教育指導課 ・中学

ま

校5校

【滝沢市主体】

す
 

事       業

基

       名 事業

本

の意図やねらい（成果

　
施

や効果）の達成状況

魅

策

力ある学校づくり調査

　

研究事業 【事業意図・

０

ねらい】不登校の未然

２

防止及び初期対応の取

 

組における教育委員会

 

の果たすべき役割につ

 

いて調査研究を行い、

学

不登校対策の充実を図

校

ります。

【達成状況】

　
教

不登校の未然防止及び

育

初期対応の取組につい

の

て調査研究を行い、不

充

登校対策の充実を図り

実

ました。

継続区分 会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（実績）
・滝沢小学校・滝沢中学校を指定校として、不登校・いじめ等の

　

未然防止のため継続 一般・10款・1項・3目
、魅力ある学校づくりの推進や小・中連携の効果的な取組等に関する教育委員会

事  

事

  業    主  

 

  体 の指導助言の在

 

り方を研究しました。

 

また、年3回の意識調

０

 

査を実施し、計画的

学

 

校教育指導課 、組織的

 

取組に関する教育委員

 

会の指導助言の在り方

業

を研究しました。

【滝

 

沢市主体】 ・不登校の

 

兆しが見えた児童生徒

 

に対する効果的・専門

 

的な初期対応等に関す

 

る

研究を行いました。

５

  

事       業

名

       名 事業

事

の意図やねらい（成果

業

や効果）の達成状況

中

の

学校における部活動指

意

導員の配置事 【事業意

図

図・ねらい】中学校に

や

部活動指導員を配置し

ね

、教員の働き方改革の

 

ら

一環

として、部活動指

い

導に係る時間の軽減を

（

図ります。
業 【達成状

成

況】技術的な指導に従

果

事する部活動指導員を

や

配置し、部活動の充実

効

と教

員の部活動指導に

果

係る時間の軽減を図り

）

ました。

継続区分 会計

の

・款・項・目 平成30
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平 績

目

一般財源 29,715

○

13,763 12,4

全

59 14,448

額標

体

他団体事業負担額

事業期間活 実

報

施校数 14 14 14 1

告

4   平成30年度～

平

令和3年度標
動 9 10

成

8 10値 単 位 校

／指
実

2

標 績 単 位

決投 年度別事

7

業費 1,102 511

年

416 377

資 内 特定

度

財源 1,000 1
算

指

～

訳 一般財源 102 51

成
平

0 416 377

額標 他

成

団体事業負担額

30年

項       目

度

平成27年度 平成28

（

年度 平成29年度 平成

単

30年度 備     

位

  考

目 ○全体事業期

 

間活 意識調査実施回数

3

 

0 0 3 3   平成29

千

年度～平成30年度標

円

動 0 0 3 3値 単 位 回

／

）

指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   魅力ある学校づくり調査研究投 年度別事業費 711 722   事業委託金【県】（10/10）
  資 内 特定財源 711 72

0

2
算   

  指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 部活動

年

指導員配置数 0 0 0 1   平成30年度～令和3年度標
動 0 0 0 1値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   中学校における部活動指導員投 年度別事業費 192   の配置事業補

項

助金【県】2/3
  

 

資 内 特定財源 128
算

度

 

  
  指 訳 一般財源

 

64 <平成30年度補

 

正予算新規事業>

額標

 

他団体事業負担額

  目

項       

平

目 平成27年度 平成2

成

8年度 平成29年度 平

2

成30年度 備    

事

7

   考

目 ○全体事業

年

期間活 学習会 0 0 1  

度

 平成29年度～平成

平

29年度標
動 0 0 1値

成

単 位 回

／指
実

標 績 単 位

2

決投 年度別事業費 39

8

0

資 内 特定財源 390

年

算
指 訳 一般財源

額標 他

度

団体事業負担額

平

業

成2

項       目

9

平成27年度 平成28

年

年度 平成29年度 平成

度

30年度 備     

平

  考

目 ○全体事業期

成

間活 学校図書整備率1

3

00％達成校 5 6 7 8

0

  平成30年度～令

年

和3年度標
動 6 5 5 5

実

度

値 単 位 校

／指
実

標 績 単

備

位 ○特定財源

決   理

 

科教育等施設整備費補

 

助金投 年度別事業費 2

 

9,965 14,01

 

3 12,709 14,

 

698   【国】（1

 

/2）
  資 内 特定財

 

源 250 250 250

考

250
算   

  指 訳
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達

立行政法人日本スポー

成

ツ振興センターの災
事

状

    業    主

況

    体 害共済給付

中

掛金の支払い・事務等

学

を法令に基づいて行い

校

ました。

学校教育指導

教

課 ・岩手県学校安全互

育

助会負担金 82千円

振

【滝沢市主体】 ・独立

 

興

行政法人日本スポーツ

事

振興センター共済掛金

業

　4,534千円

【

事

事

       業  

業

     名 事業の意

意

図やねらい（成果や効

図

果）の達成状況

社会科

・

副読本改訂事業 【事業

ね

意図・ねらい】小学3

一

ら

、4年生を対象に、地

い

域に固有の事物・事象

】

を提供す

る教材である

学

社会科副読本を活用し

校

、児童の地域学習を深

教

めます。

【達成状況】

育

平成27年度に内容を

活

改訂した社会科副読本

動

を活用し、地域学習を

の

行

うことで、児童が地

人

維

域についての学習を深

持

めることができました

に

。

継続区分 会計・款・

必

項・目 平成30年度の

要

事業概要（実績）
平成

な

27年度に作成した社

教

会科副読本改訂版の活

材

用を図りました。継続

等

一般

事    業  

を

  主    体
学校

一

整

教育指導課

【滝沢市主

備

体】

し

事      

、

 業       名

円

事業の意図やねらい（

滑

成果や効果）の達成状

な

況

校長、副校長、教務

授

主任等各種会議開 【事

業

業意図・ねらい】教育

運

行政と各学校の連絡調

人

営

整と協議を行う機会を

に

設定し、

市内各小中学

よ

校の課題解決や学校教

る

育事業などの円滑な推

有

進を図ります。
催事務

能

【達成状況】各会議を

な

開催し、市内各小中学

人

校の今日的な課題の解

材

決や学校教育

事業など

の

の円滑な推進を図りま

が

育

した。

継続区分 会計・

成

款・項・目 平成30年

に

度の事業概要（実績）

寄

・校長会議と副校長会

与

議を定期及び必要に応

し

じて計15回開催し、

ま

各学校の教育活継続 一

す

般
動の充実と諸課題の

。

解決を図りました。
事

【

    業    主

学

達

    体 ・教務主任

成

会議、研究主任会議、

状

生徒指導主事研修会を

況

定期的に5回開催し、

】

各

学校教育指導課 学校

学

の適切な教育課程の編

校

成・実施、学力向上と

教

校内研究の推進、生徒

育

指導諸問

【滝沢市主体

活

】 題への対応の充実に

ぶ

動

努めました。

の維持に必要な教材

よ

等を整備し、円滑な授

政 ろ

業運営によ

り有能な人

こ

材の育成に寄与しまし

び

た。

継続区分 会計・款

を

・項・目 平成30年度

実

の事業概要（実績）
・

感

教師用指導書・教科書

で

等の購入継続 一般・1

き

0款・3項・2目
・授

る

業等に必要な消耗品の

ま

購入
事    業  

策 ち

  主    体 ・教

を

材備品の購入及び修繕

目

学校教育指導課 ・学校

指

図書の購入

【滝沢市主

し

体】

ま

事      

す

 業       名

 

事業の意図やねらい（

基

成果や効果）の達成状

本

況

学校医等設置事務 【

　
施

事業意図・ねらい】法

策

令に基づき、市内小中

　

学校に、学校医・学校

０

歯科医及び

学校薬剤師

２

を配置し、学校におけ

 

る保健管理及び安全衛

 

生を図ります。

【達成

 

状況】法令に基づき、

学

市内小中学校に、学校

校

医・学校歯科医及び学

　
教

校薬剤

（義務的事業）

育

師を配置し、学校にお

の

ける保健管理及び安全

充

衛生を図りました。

継

実

続区分 会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（実績）
各小・中学校に学校医、学校歯科医及び学校薬剤師を配置することにより、

　

各種継続 一般・10款・6項・1目
健康診断を実施したり、学校環境衛生の維持及び改善に関し必要な指導と助言を

事    業  

事

  主    体 行っ

 

たりすることで、学校

 

における保健管理及び

 

安全管理を図りました

０

 

。

学校教育指導課

【滝

 

沢市主体】

 

事   

 

    業     

業

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

 

達成状況

学校保健事業

 

【事業意図・ねらい】

 

学校保健安全法等に基

 

づき、児童生徒及び職

５

 

員の健康の保

持増進を

 

図るとともに、学校安

名

全の推進を行います。

事

【達成状況】学校保健

業

安全法に基づく環境衛

の

生検査や各種健診等を

意

実施し、児童

（義務的

図

事業） 生徒及び職員の

や

健康保持増進を図ると

ね

ともに、学校安全を推

 

ら

進しました。

継続区分

い

会計・款・項・目 平成

（

30年度の事業概要（

成

実績）
児童生徒及び教

果

職員の健康保持を目的

や

とし、各小中学校での

効

児童生徒の健康診断継

果

続 一般・10款・6項

）

・1目
の実施、学校環

の

境衛生検査の実施、独
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平 績

目

     目 平成27

○

年度 平成28年度 平成

全

29年度 平成30年度

体

備       考

目

事

○全体事業期間活 校長

業

会議の開催回数 11 1

期

1 11 11   平成3

間

0年度～令和3年度標

活

動 12 12 12 12値

学

単 位 回

／指 副校長会議

報

校

の開催回数 2 2 2 3
実

図

標 3 3 3 3績 単 位 回

決

書

投 年度別事業費

資 内 特

整

定財源
算

指 訳 一般財源

備

<ゼロ予算事業>

額標

率

他団体事業負担額

100％

告

達成校 6 6 6 6   平

平

成30年度～令和3年

成

度標
動 5 5 5 5値 単 位

2

校

／指
実

標 績 単 位 ○特

7

定財源

決   理科教育

年

等施設整備費補助金投

度

年度別事業費 12,7

～

18 21,506 11

成
平

,417 12,164

成

  【国】（1/2）

3

  資 内 特定財源 25

0

0 249 250 245

年

算   
  指 訳 一般財

度

源 12,468 21,

（

257 11,167 1

単

1,919

額標 他団体

位

事業負担額

 

3

 

項

千

       目 平成

円

27年度 平成28年度

）

平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 学校医等配置数 26 25 27 27   平成30年度～令和3年度標
動 27 27 27 28値

0

単 位 人

／指 学校医等配置校 14 14 14 14
実

標 14 14 14 14績 単 位 校

決投 年度別事業費 9,097 9,235 9,299 9,338

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 9,097 9,235 9,299 9,338

額標 他団体

年

事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活

項

環境衛生検査実施回数

 

1 1 1 1   平成30

度

 

年度～令和3年度標
動

 

1 1 1 1値 単 位 回

／指

 

各種検査・健診実施校

 

14 14 14 14
実

標

 

14 14 14 14績 単

 

位 校 ○特定財源

決   

目

独立行政法人日本スポ

平

ーツ振投 年度別事業費

成

15,906 15,0

2

66 15,331 14

事

7

,685   興センタ

年

ー災害共済掛金保護
 

度

 者負担分【その他】

平

資 内 特定財源 2,00

成

7 1,999 1,98

2

1 1,935
算   

 

8

 指 訳 一般財源 13,

年

899 13,067 1

度

3,350 12,75

平

0

額標 他団体事業負担

業

成

額

29

項    

年

   目 平成27年度

度

平成28年度 平成29

平

年度 平成30年度 備 

成

      考

目 ○全

3

体事業期間活 社会科副

0

読本改訂委員会開催回

年

3 0 0 0   平成30

実

度

年度～令和3年度標 数

備

動 4 0 0 0値 単 位 回

／

 

指
実

標 績 単 位

決投 年度

 

別事業費 2,600

資

 

内 特定財源
算

指 訳 一般

 

財源 2,600 ＜調査

 

事業＞

額標 他団体事業

 

負担額

 考

項  

31



  

達成状況

授業力向上の

 

ための学校訪問等事務

一

【事業意図・ねらい】

人

各学校へ指導主事が訪

一

問し、授業者へ直接指

人

導することで

、授業づ

が

くりのスキルアップを

学

図ります。

【達成状況

ぶ

】授業力向上のための

よ

校内研修会等において

政 ろ

、授業者へ直接指導す

こ

る

ことで、授業づくり

び

のスキルアップを図り

を

ました。

継続区分 会計

実

・款・項・目 平成30

感

年度の事業概要（実績

で

）
・盛岡教育事務所の

き

協力を得ながら指導主

る

事を派遣し、各学校で

ま

行われる研究会継続 一

策 ち

般
等で協議、指導助言

を

を行うことにより、教

目

員個々の授業力向上に

指

努めました。
事   

し

 業    主   

ま

 体
学校教育指導課

【

す

滝沢市主体】

 

事  

基

     業    

本

   名 事業の意図や

　
施

ねらい（成果や効果）

策

の達成状況

実践的指導

　

力向上のための各種研

０

修会 【事業意図・ねら

２

い】教育課程の編成や

 

研究の進め方等につい

 

て、各種研修会で

協議

 

及び情報交換を行い、

学

教員の指導力向上や教

校

育活動の充実を図りま

　
教

す。
開催事務 【達成状

育

況】各種研修会を開催

の

し、教員の指導力向上

充

や教育活動の充実を図

実

りま

した。

継続区分 会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（実績）
道徳教育、初任者研修、情報教育等の各種領域や現代的教育課

　

題について、授業継続 一般
研究会、講義、演習等の研修の機会を位置付けることにより、各学校における教

事    業    主 

事

   体 員の指導力向

 

上や教育活動の充実に

 

努めました。

学校教育

 

指導課

【滝沢市主体】

０

  

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

業

や効果）の達成状況

岩

 

手県道徳教育推進事業

 

平成27年度事業実績

 

報告書参照

継続区分 会

 

計・款・項・目 平成3

 

0年度の事業概要（実

５

 

績）
平成27年度完了

 

事業完了 ―

事    

名

業    主    

事

体

【滝沢市主体】

業

小        

の

          

意

          

図

 計

やね

 

らい（成果や効果）の
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平 績

目 ○全体事業期間活 学

報

力向上のための学校訪

告

問実施 4 4 4 4   平

平

成30年度～令和3年

成

度標 回数
動 2 2 2 0値

2

単 位 回

／指 校内研究会

7

における助言指導実 5

年

0 50 50 50
実 施回

度

数
標 50 60 60 60

～

績 単 位 回

決投 年度別事

成
平

業費

資 内 特定財源
算

指

成

訳 一般財源 <ゼロ予算

3

事業>

額標 他団体事業

0

負担額

年度

項  

（

     目 平成27

単

年度 平成28年度 平成

位

29年度 平成30年度

 

備       考

目

3

 

○全体事業期間活 道徳

千

指導者研修会開催回数

円

1 1 1 1   平成30

）

年度～令和3年度標
動 1 1 1 1値 単 位 回

／指 校種間連携研修会開催回数 2 2 2 2
実

標 2 2 1 1績 単 位 回

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 <ゼロ

0

予算事業>

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 実施学校数 1   平成

年

27年度～平成27年度標
動 1値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 200

資 内 特定財源 200
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項

項       目

 

平成27年度 平成28

度

 

年度 平成29年度 平成

 

30年度 備     

 

  考

決投 年度別事業

 

費 131,228 12

 

1,096 108,6

 

27 114,745

資

目

内 特定財源 3,707

平

2,499 3,582

成

3,280
算

指 訳 一般

2

財源 127,521 1

事

7

18,597 105,

年

045 111,465

度

額標 他団体事業負担額

平成28年度 平

業

成29年度 平成30年

実

度 備       考
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ン

）の達成状況

滝沢市立

タ

学校給食センター運営

ー

委員会 【事業意図・ね

の

らい】安全安心で魅力

施

ある学校給食の提供と

設

食育の推進をめざし

、

設

市内の小中学校長・Ｐ

備

ＴＡ代表、民生児童委

等

員代表により構成され

の

ている滝沢
事務 市立学

 

計

校給食センター運営委

画

員会を開催します。

【

的

達成状況】滝沢市立学

な

校給食センター運営委

改

員会を２回開催しまし

修

た。

継続区分 会計・款

整

・項・目 平成30年度

備

の事業概要（実績）
学

を

校給食センターの運営

行

に関し、審議、助言を

一

う

得るため、7月と1月

こ

の年2回運営継続 一般

と

・10款・6項・3目

に

委員会を開催しました

よ

。
事    業   

り

 主    体
学校給

、

食センター

【滝沢市主

児

体】

童

事      

・

 業       名

人

生

事業の意図やねらい（

徒

成果や効果）の達成状

に

況

学校給食施設改善事

安

業 【事業意図・ねらい

全

】学校給食センターの

安

厨房設備の経年劣化が

心

調理作業の安全

性、衛

な

生管理等に影響を及ぼ

学

してきていることから

校

、学校給食事業の円滑

一

給

な運営

を目指し、改修

食

・更新等を計画的に実

を

施します。

【達成状況

提

】安全安心で魅力ある

供

学校給食の提供を実施

し

することができました

ま

。

継続区分 会計・款・

す

項・目 平成30年度の

。

事業概要（実績）
・滝

ま

沢中央小学校用として

人

た

、給食運搬用コンテナ

、

３台と牛乳用冷蔵庫１

児

台を購入継続 一般・1

童

0款・6項・3目
して

・

、整備いたしました。

生

事    業    

徒

主    体
学校給食

が

センター

【滝沢市主体

将

】

来

が

にわたって健康に生活

学

していくため、望まし

ぶ

い食習慣を理解し実践

よ

できるよう、学校と連

政 ろ

携し食の

指導の充実に

こ

努めます。

滝沢中央小

び

学校の開校に向けて、

を

給食提供にかかる環境

実

整備を計画的に進めて

感

まいります。

基本計画

で

期間内の取り組みと方

き

針のうち、平成30年

る

度の重点課題の達成（

ま

実現）状況

Ａ 達成した

策 ち

【重点課題】

・滝沢市

を

学校給食食材生産組合

目

からの地場農産物受入

指

、食に関する指導実施

し

、給食費収納率向上

【

ま

重点課題に対応した達

す

成状況】

・地場農産物

 

受入については、組合

基

と調整により納入量が

本

増加しました。（H2

　
施

9:9,588㎏、H

策

30:10,548㎏

　

）

・食に関する指導に

０

ついては、14校、1

３

40クラスで指導を行

 

いました。

・給食費の

 

現年分収納率について

 

は、99％を超える収

学

納率を達成しました。

校
　

給

事       業

食

       名 事業

の

の意図やねらい（成果

充

や効果）の達成状況

学

実

校給食事業 【事業意図・ねらい】児童生徒の心身の健全な発達と食生活の改善を目指し、栄

養バランスのとれた学校給食の提供、児童

　

生徒が考える「希望献立」並びに正し

い食習慣の理解を目的とした「食に関する指導」を実施します。

（義務的

基

事業） 【達成状況】健

本

康で豊かな潤いのある

施

学校給食と食育の実施

策

が図られました。

継続

が

区分 会計・款・項・目

０

４

平成30年度の事業概

年

要（実績）
（1）年間

間

給食回数：小学校17

で

5回、中学校170回

め

（2）一食当たり給食

ざ

費：小学校継続 一般・

す

10款・6項・3目
2

姿

72円、中学校300

学

円（3）給食センター

校

年間稼働日数：192

５

給

日（4）食に関する指

食

事    業    

に

主    体 導及び希

安

望献立の実施､地産地

全

消への取り組みの実施

で

（5）調理等業務の民

新

間委託

学校給食センタ

鮮

ー による給食センター

な

運営の合理化 （6）

地

滝沢中央小学校の環境

 

場

整備

【滝沢市主体】 盛

産

岡広域地区学校給食セ

品

ンター等連絡協議会負

の

担金　17千円

岩手県

活

学校給食センター協議

用

会会費　8千円

や

事 

給

      業   

食

    名 事業の意図

セ

やねらい（成果や効果
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平 績

校

理等に影響を及ぼす故

給

障発生 2 2 2 2   平

食

成30年度～令和3年

を

度標 割合
動 1 0.5 0

提

0値 単 位 %(事故件数

供

/稼働日数)

／指
実

標

す

績 単 位 ○特定財源

決  

る

 特定防衛施設周辺整

た

備調整交投 年度別事業

め

費 11,459 2,1

報

、

06   付金【国】（

地

9/10）
  資 内 特

場

定財源 9,300 1,

農

896
算   

  指 訳

産

一般財源 2,159 2

物

10

額標 他団体事業負

の

担額

使用を

告

推進しました。

・学校

平

給食を安全かつ確実に

成

提供するため、計画的

2

に施設整備の修理修繕

7

を実施しました。

・給

年

食への関心や食べるこ

度

とへの意欲をもたせる

～

ことを目的に「希望献

成
平

立」を実施しました。

成

・正しい食習慣を理解

3

することを目的に「食

0

に関する指導」を実施

年

しました。

・滝沢中央

度

小学校の開校に向けて

（

必要な環境整備を完了

単

しました。

令和2年度

位

方針策定に際し、今後

 

の方向性や引継課題

Ｂ

3

 

課題あり

【今後の方向

千

性】

徹底した安全衛生

円

管理のもと、引き続き

）

安全安心な学校給食の提供と食育の推進に関する取組みを進めます。

【引継課題】

・調理等業務の委託継続による安定した給食の提供

・給食センター施設設

0

備等の計画的な改修整備

・気候変化に対応した地場農産物の受入と受入量の安定確保

基本

項       

施

目 平成27年度 平成2

策

8年度 平成29年度 平

目

成30年度 備    

年

標

   考

目 ○全体事業

の

期間活 食に関する指導

達

回数（クラス数 100

成

100 100 100  

（

 平成30年度～令和

実

3年度標 ）
動 127 1

現

37 140 140値 単

）

位 クラス

／指 希望献立

に

の導入回数 14 14 1

向

4 14
実

標 14 14 1

度

け

4 14績 単 位 回 ○特定

た

財源

決   学校給食費

計

、給食食材助成金投 年

画

度別事業費 407,2

期

20 407,423 4

間

10,825 416,

内

038   【その他】

の

  資 内 特定財源 25

取

7,536 263,3

り

35 261,834 2

事

組

56,228
算   

 

み

 指 訳 一般財源 149

と

,684 144,08

方

8 148,991 15

針

9,810

額標 他団体

に

事業負担額

つい

項

て

       目 平成

の

27年度 平成28年度

業

達

平成29年度 平成30

成

年度 備       

（

考

目 ○全体事業期間活

実

開催回数 2 3 2 2   

現

平成30年度～令和3

）

年度標
動 2 2 2 2値 単

状

位 回

／指
実

標 績 単 位

決

況

投 年度別事業費 175

Ａ

155 131 153

資

達

内 特定財源
算

指 訳 一般

実

成

財源 175 155 13

し

1 153

額標 他団体事

た

業負担額

・安

項 

全

      目 平成2

安

7年度 平成28年度 平

心

成29年度 平成30年

な

度 備       考

学

目 ○全体事業期間活 調
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管理運営を通じて、「

一

地域力基盤醸

成」に向

人

けた「学べる・活かせ

一

る環境づくり」を図り

人

ます。

【達成状況】滝

が

沢ふるさと交流館の管

学

理運営を通じて、「地

ぶ

域力基盤醸成」に向

（

よ

義務的事業） けた「学

ろ

べる・活かせる環境づ

 

こ

くり」を図ることがで

び

きました。

継続区分 会

を

計・款・項・目 平成3

実

0年度の事業概要（実

感

績）
指定管理者（特定

で

非営利活動法人劇団ゆ

き

う）による適正な施設

る

管理運営を行うこ継続

ま

一般・2款・1項・1

ち

3目
とができました。

一

を

事    業    

目

主    体
生涯学習

指

スポーツ課

【他団体事

し

業主体】

特定非営利活

ま

動法人劇団ゆう

す

事 

 

      業   

基

    名 事業の意図

本

やねらい（成果や効果

施

）の達成状況

姥屋敷多

人

策

目的研修センター管理

　

運営事 【事業意図・ね

０

らい】指定管理者と連

４

携し、施設の適正な維

 

持修繕、管理運営等

を

 

行い、市民の多種多様

 

な活動を支援します。

地

業 【達成状況】指定管

域

理者と連携し、施設の

力

適正な維持修繕、管理

一

基

運営等を行い、

（義務

盤

的事業） 市民の多種多

醸

様な活動を支援しまし

成

た。

継続区分 会計・款

、

・項・目 平成30年度

文

の事業概要（実績）
指

化

定管理者（岩手花平農

芸

業協同組合）による適

術

正な施設管理運営を行

と

うことがで継続 一般・

人

社

6款・1項・6目
きま

会

した。
事    業 

教

   主    体
生

育

涯学習スポーツ課

【他

の

団体事業主体】

岩手花

推

平農業協同組合

進

が

基本施

学

策が４年間でめざす姿

ぶ

・平成28年4月から

よ

施行された第1次滝沢

政 ろ

市生涯学習推進計画「

こ

学びプランたきざわ」

び

に基づき、市総合教育

を

政策に基づく生

涯学習

実

推進施策を展開し、地

感

域課題や教育課題が解

で

決できる地域力基盤醸

き

成を目指します。

・平

る

成28年12月に交流

ま

拠点複合施設ビッグル

策 ち

ーフ滝沢内に開館した

を

湖山図書館を始めとし

目

た生涯学習関連施設の

指

利用促進を

図ります。

し

・子どもから高齢者ま

ま

で全ての世代を対象と

す

した参画交流・活躍の

 

促進で、「市民が主役

基

の生涯学習社会の構築

本

」を図りま

す。

・「地

　
施

域が人を育て、人が地

策

域をつくる好循環」と

　

「学びと活躍が結ぶ人

０

と人とのつながり」に

３

よる学びのネットワー

 

クづ

くり（人と人との

 

つながりづくり）や地

 

域課題解決学習、次代

学

を担う若者活躍支援、

校

全てのライフステージ

　
給

を結ぶ学びの支

援の充

食

実を図ります。

・文化

の

芸術と郷土芸能の振興

充

を図るため、芸術文化

実

協会や郷土芸能団体などと連携・協働を図ります。

・子どもと家庭、学校、地域、市行政の5者が連携・協働し

小

た教育振興運動の展開

　

 

で地域の教育課題の解

 

決や「情報メディ

アと

 

の上手な付き合い方」

 

の意識啓発による「明

 

るく　かしこく　たく

 

ましい子どもの育成」

 

に取り組みます。

基本

 

計画期間内の取り組み

 

と方針のうち、平成3

 

0年度の重点課題の達

０

 

成（実現）状況

Ｂ 概ね

 

達成した

【重点課題】

 

・学びプランたきざわ

 

前期基本計画の確実な

 

展開と同後期基本計画

 

の策定

・生涯学習関連

 

施設の管理運営や滝沢

 

市の歩みの活用による

 

郷土理解の推進、関係

 

団体の自立支援強化

【

５

 

重点課題に対する達成

 

状況】

・学びプランた

 

きざわ後期基本計画の

 

策定や湖山図書館での

 

各種イベント、既存の

 

生涯学習関連施設の維

 

持運営

・滝沢市の歩み

 

を活用した歴史講座（

 

4回開催）による郷土

計

理解の推進や芸術祭な

 

 

どの開催による関係団

政

体の自立支援

策

事  

　

     業    

　

   名 事業の意図や

　

ねらい（成果や効果）

０

の達成状況

滝沢ふるさ

５

と交流館管理運営事業

 

【事業意図・ねらい】

 

滝沢ふるさと交流館の
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平 績

事業

項 

費

      目 平成2

4

7年度 平成28年度 平

1

成29年度 平成30年

8

度 備       考

,

目 ○全体事業期間活 施

8

設利用件数 120 12

5

0 120 120   平

4

成30年度～令和3年

報

4

度標
動 117 208 1

0

33 114値 単 位 件

／

7

指 施設利用者数 2,2

,

00 2,200 2,2

5

00 2,200
実

標 2

7

,449 4,025 2

8

,303 2,009績

4

単 位 人 ○特定財源

決  

1

 多目的研修センター

0

使用料【投 年度別事業

告

,

費 1,100 1,11

9

9 1,246 1,12

5

9   その他】他
  

6

資 内 特定財源 1 23
算

4

  
  指 訳 一般財源

1

1,099 1,119

8

1,246 1,106

,

額標 他団体事業負担額

29

平

7

資 内 特定財源 266

成

,836 263,33

2

5 261,834 25

7

8,124
算

指 訳 一般

年

財源 152,018 1

度

44,243 149,

～

122 160,173

成
平

額標 他団体事業負担額

成

（単位  千円）

3

基

0

本施策目標の達成（実

年

現）に向けた計画期間

度

内の取り組みと方針に

（

ついての達成（実現）

単

状況

Ｂ 概ね達成した

・

位

第1次滝沢市生涯学習

 

推進計画前期基本計画

3

 

学びプランたきざわの

千

確実な展開を図るとと

円

もに、同後期基本計画

）

の策定を

進め、全庁規模による生涯学習推進体制の構築に図りました。

・社会教育を基盤とした「人・つながり・地域づくり」の促進に向けた地域課題解決

0

学習を展開しました。

令和2年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

・第1次滝沢市生涯学習推進計画後期基本計画学びプランたきざわの策定と確実な展開

・学校と地域の連携・協働によ

年

る地域学校協働活動の促進

・文化芸術団体などと連携・協働した文

項

化芸術・郷土芸能の推

 

進と市民に親しまれる

 

図書館の運営管理

【引

 

継事項】

・全庁規模に

 

よる生涯学習・スポー

 

ツ推進体制の構築

・湖

 

山図書館の活用推進と

度

 

施設間の連携、文化芸

目

術の振興や文化財保護

平

の活用

・郷土史「滝沢

成

市の歩み」を活用した

2

郷土理解推進事業の展

7

開

年度

項    

平

   目 平成27年度

成

平成28年度 平成29

事

2

年度 平成30年度 備 

8

      考

目 ○全

年

体事業期間活 施設利用

度

件数 3,500 3,4

平

00 3,200 3,2

成

00   平成30年度

2

～令和3年度標
動 3,

9

700 3,887 3,

年

883 3,882値 単

度

位 件

／指 施設利用者数

業

平

110,000 105

成

,000 100,00

3

0 100,000
実

標

0

115,001 112

年

,650 109,77

度

6 107,410績 単

備

位 人 ○特定財源

決   

 

滝沢ふるさと交流館使

 

用料【投 年度別事業費

 

40,836 40,7

実

 

89 41,167 39

 

,710   その他】

 

他
  資 内 特定財源 4

 

,179 4,591 4

考

,388 4,691
算

決

  
  指 訳 一般財源

投

36,657 36,1

年

98 36,779 35

度

,019

額標 他団体事

別

業負担額
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図

連絡調整

【滝沢市主体

や

】

ね

事       

ら

業       名 事

い

業の意図やねらい（成

（

果や効果）の達成状況

成

成人教育事業 【事業意

果

図・ねらい】複雑化・

や

多様化する地域課題や

効

教育課題を解決できる

 

果

「人

・つながり・地域

）

づくり」の促進を図る

の

成人教育の展開を目指

達

します。

【達成状況】

成

女性研修会（教育政策

状

に関する講演会や環境

況

学習）を開催しました

滝

継続区分 会計・款・項

沢

・目 平成30年度の事

市

業概要（実績）
・市地

一

多

域女性団体リーダー研

目

修会継続 一般・10款

的

・5項・1目
・東北地

研

区子ども会育成研究協

修

議会派遣
事    業

セ

    主    体

ン

・子ども会育成連合会

タ

指導者研修会（共催）

ー

生涯学習スポーツ課

【

管

協働事業】

滝沢市社会

人

理

教育関係団体など

運

事

営

       業  

事

     名 事業の意

【

図やねらい（成果や効

事

果）の達成状況

新成人

業

のつどい開催事業 【事

意

業の意図・ねらい】次

図

世代の社会を担う若者

・

たちの新たな門出を祝

一

ね

福すると

ともに、郷土

ら

への愛着と理解を深め

い

、地域社会の若い新し

】

い原動力となるよう、

滝

新成人の自覚と誇り、

沢

社会参加を喚起するこ

市

とを目的として実施し

多

ます。

【達成状況】式

目

典を開催し、新成人の

的

門出を祝福することが

人

研

できました。

継続区分

修

会計・款・項・目 平成

セ

30年度の事業概要（

ン

実績）
式典内容を検討

タ

し、滝沢市新成人のつ

ー

どいを開催しました。

の

また、市内出身の新継

管

続 一般・10款・5項

理

・1目
成人者で組織す

運

る「新成人のつどい実

が

営

行委員会」を設置し、

を

委員から出された意
事

通

    業    主

じ

    体 見を反映さ

て

せることができました

、

。

生涯学習スポーツ課

「

【協働事業】

滝沢市新

地

成人のつどい実行委員

域

会

力

学

基盤醸成」の実現に向

ぶ

けた「学べる・活かせ

よ

る環境づくり」を図り

政 ろ

ます。
業 【達成状況】

こ

滝沢市多目的研修セン

び

ターの管理運営を通じ

を

て、「地域力基盤醸成

実

（義務的事業） 」の実

感

現に向けた「学べる・

で

活かせる環境づくり」

き

を図ることができまし

る

た。

継続区分 会計・款

ま

・項・目 平成30年度

策 ち

の事業概要（実績）
指

を

定管理者（公益財団法

目

人滝沢市体育協会）に

指

よる適正な施設管理運

し

営を行うこ継続 一般・

ま

6款・1項・6目
とが

す

できました。
事   

 

 業    主   

基

 体
生涯学習スポーツ

本

課

【他団体事業主体】

　
施

公益財団法人滝沢市体

策

育協会

　

事     

０

  業       

４

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

国際理解・国際交

 

流事業 【事業意図・ね

地

らい】滝沢市国際交流

域

協会と連携・協働しな

　
力

がら国際感覚豊かな

人

基

づくりを目指します。

盤

【達成状況】海外文化

醸

に触れるなど地域課題

成

解決学習を展開しまし

、

た。

継続区分 会計・款

文

・項・目 平成30年度

化

の事業概要（実績）
・

芸

幼児国際理解交流会継

術

続 一般・10款・5項

　
と

・1目
・国際理解・国

社

際交流講座
事    

会

業    主    

教

体
生涯学習スポーツ課

育

【協働事業】

滝沢市国

の

際交流協会

推

事   

進

    業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の

０

達成状況

社会教育指導員設置事業（生涯学習・ 【事業意図・ねらい】専門的知識と経験を有する社会教育指導員設置による社会

教育推進体制の強化と社会教育関係団体の育成・自立支援を通じた持続可

事

能な組
社会教育） 織運

５

 

営づくりを目指します

 

。

【達成状況】社会教

 

育関係団体の育成・自

 

立支援を図ることがで

 

きました。

継続区分 会

 

計・款・項・目 平成3

 

0年度の事業概要（実

業

績）
・社会教育指導員

 

3人設置継続 一般・1

 

0款・5項・1目
・生

 

 

涯学習講座（地域課題

 

解決講座）や国際理解

 

・国際交流講座
事  

 

  業    主  

 

  体 ・社会教育関係

名

団体の育成と自立支援

事

、連携・協働による事

業

業展開

生涯学習スポー

の

ツ課 ・市民要望への相

意

談対応や関係団体との
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平 績

目

平成28年度 平成29

○

年度 平成30年度 備 

全

      考

目 ○全

体

体事業期間活 対象者数

事

に対する出席率（過去

業

73 73 73 73   

期

平成30年度～令和3

間

年度標 ５年平均出席率

活

換算）
動 72.9 67

施

.6 63.5 65.2

報

設

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

利

位

決投 年度別事業費 1

用

,887 344 322

件

390

資 内 特定財源
算

数

指 訳 一般財源 1,88

（

7 344 322 390

個

額標 他団体事業負担額

人使用

告

を除く 1,850 1,

平

850 1,850 1,

成

850   平成30年

2

度～令和3年度標 ）
動

7

1,882 1,990

年

1,917 1,690

度

値 単 位 件

／指 施設利用

～

者数 31,000 31

成
平

,000 31,000

成

31,000
実

標 31

3

,699 31,193

0

29,994 27,0

年

72績 単 位 人 ○特定財

度

源

決   多目的研修セ

（

ンター使用料【投 年度

単

別事業費 12,271

位

11,208 14,0

 

64 13,199   

3

 

その他】他
  資 内 特

千

定財源 2,325 2,

円

190 2,074 1,

）

994
算   

  指 訳 一般財源 9,946 9,018 11,990 11,205

額標 他団体事業負担額

0

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 講座開設数 4 4 4 4   平成30年度～令和3年度標
動 3 4 4 3値 単 位 講座

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   

年

講座受講料【その他】投 年度別事業費 222 146 84 75   
  資 内 特定財源 15 18 18 20

算   
  指 訳 一般財源 207 128 66 55

額標 他団体事業負担額

項 

度

 

項       目 平

 

成27年度 平成28年

 

度 平成29年度 平成3

 

0年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 社会教育指導員人数

目

3 3 3 3   平成30

平

年度～令和3年度標
動

成

3 3 3 3値 単 位 人

／指

2

実
標 績 単 位

決投 年度別

事

7

事業費 6,850 6,

年

677 6,667 6,

度

598

資 内 特定財源
算

平

指 訳 一般財源 6,85

成

0 6,677 6,66

2

7 6,598

額標 他団

8

体事業負担額

年度 平

項       目 平

業

成

成27年度 平成28年

2

度 平成29年度 平成3

9

0年度 備      

年

 考

目 ○全体事業期間

度

活 女性リーダー研修開

平

催回数 2 2 2 2   平

成

成30年度～令和3年

3

度標
動 2 2 2 2値 単 位

0

回

／指 子ども会育成会

年

指導者研修会開 2 1 1

実

度

1
実 催回数

標 1 1 1 1

備

績 単 位 回

決投 年度別事

 

業費 74 27 25 34

 

資 内 特定財源
算

指 訳 一

 

般財源 74 27 25 3

 

4

額標 他団体事業負担

 

額

  

項    

考

   目 平成27年度
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図

わ学びフェスタ

生涯学

や

習スポーツ課 ・市内小

ね

中学校全11実践区活

ら

動

【他団体事業主体】

い

・研修会派遣（管内教

（

振実践区・家庭教育子

成

育て支援研修会など）

果

滝沢市教育振興運動推

や

進協議会

効

事    

 

果

   業      

）

 名 事業の意図やねら

の

い（成果や効果）の達

達

成状況

滝沢市社会教育

成

関係団体補助事業 【事

状

業意図・ねらい】社会

況

教育関係団体の活動支

生

援を図りながら自立支

涯

援や持続

可能な組織運

学

営づくりを目指します

一

習

。

【達成状況】社会教

推

育関係団体の自立支援

進

や組織の現状に即した

事

事業の一部見直

しを図

業

りました。

継続区分 会

【

計・款・項・目 平成3

事

0年度の事業概要（実

業

績）
子ども会育成連合

意

会補助金81千円：指

図

導者研修会や夢灯りな

人

・

ど継続 一般・10款・

ね

5項・1目
少年団体指

ら

導員協議会補助金18

い

千円：友遊親子登山な

】

ど
事    業   

第

 主    体 地域婦

1

人協議会補助金95千

次

円：女性リーダー研修

滝

や地域子育て支援など

沢

生涯学習スポーツ課

【

一

市

協働事業】

滝沢市社会

生

教育関係団体

涯

事  

学

     業    

習

   名 事業の意図や

推

ねらい（成果や効果）

進

の達成状況

滝沢市青少

計

年育成市民会議補助事

画

業 【事業意図・ねらい

後

】滝沢市青少年育成市

人

期

民会議が主催する少年

基

少女のバス交流

事業を

本

通じた青少年対策の推

計

進を目指します。

【達

画

成状況】少年少女のバ

学

ス交流事業を実施し3

び

0人が参加。新たな地

プ

域で活躍す

る青年ボラ

ラ

ンティアも参加し、次

ン

代を担う若者活躍支援

が

た

を図りました

継続区分

き

会計・款・項・目 平成

ざ

30年度の事業概要（

わ

実績）
補助金交付　1

策

40千円継続 一般・1

定

0款・5項・1目
<主

を

な活動内容>
事   

通

 業    主   

じ

 体 ・少年少女のバス

た

交流事業

生涯学習スポ

学

全

ーツ課

【協働事業】

滝

庁

沢市青少年育成市民会

規

議

模による推進体

ぶ

制の構築を目指します

よ

。

【達成状況】生涯学

政 ろ

習推進会議と生涯学習

こ

推進協議会を開催し、

び

学びプランたき

ざわの

を

令和元年6月策定、7

実

月施行に向けて取り組

感

みました。

継続区分 会

で

計・款・項・目 平成3

き

0年度の事業概要（実

る

績）
・第1次滝沢市生

ま

涯学習推進計画後期基

策 ち

本計画の策定継続 一般

を

・10款・5項・1目

目

・生涯学習推進協議会

指

事    業    

し

主    体 ・たきざ

ま

わ学びフェスタ

生涯学

す

習スポーツ課 ・ふれあ

 

いまちづくり出前講座

基

【滝沢市主体】 ・情報

本

発信・交流（広報たき

　
施

ざわや市ホームページ

策

など）

　

事     

０

  業       

４

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

青少年教育・青少

 

年対策事業 【事業意図

地

・ねらい】「明るく　

域

かしこく　たくましい

　
力

子どもの育成」を目指

基

し

た青少年教育と複雑

盤

化・多様化する青少年

醸

問題の解決を目指した

成

青少年対策の充

実を目

、

指します。

【達成状況

文

】青少年を対象とした

化

地域課題解決学習を展

芸

開しました。

継続区分

術

会計・款・項・目 平成

　
と

30年度の事業概要（

社

実績）
・子ども会リー

会

ダー養成研修とジュニ

教

アリーダーズセミナー

育

継続 一般・10款・5

の

項・1目
・少年少女の

推

バス交流事業への職員

進

派遣
事    業    主    体 ・青少年健全育成啓発看板

０

の設置

生涯学習スポーツ課 ・放課後子ども教室

【協働事業】

社会教育・青少年関係団体など

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

事

滝沢市教育振興運動推

５

 

進協議会交付金 【事業

 

意図・ねらい】地域学

 

校協働活動（教育振興

 

運動と学校教育振興協

 

議会）

を展開し、地域

 

の教育課題の解決と情

 

報メディアとの上手な

業

付き合い方に関する
事

 

業 意識啓発を目指しま

 

す。

【達成状況】地域

 

 

の特色を活かした活動

 

展開を図りました。

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 平成30年度の事業

 

概要（実績）
交付金6

名

95千円継続 一般・1

事

0款・5項・1目
<協

業

議会活動内容>
事  

の

  業    主  

意

  体 ・総会・たきざ
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平 績

目

成29年度 平成30年

○

度 備       考

全

目 ○全体事業期間活 少

体

年・少女のバス交流事

事

業参加 30 30 30 3

業

0   平成30年度～

期

令和3年度標 者数
動 2

間

9 20 30 30値 単 位

活

人

／指
実

標 績 単 位

決投

生

年度別事業費 140 1

報

涯

40 140 140

資 内

学

特定財源
算

指 訳 一般財

習

源 140 140 140

情

140

額標 他団体事業

報

負担額

（広報たき

告

ざわ） 12 12 12 1

平

2   平成30年度～

成

令和3年度標 の発行回

2

数
動 12 12 12 12

7

値 単 位 回

／指 たきざわ

年

学びフェスタ参加者数

度

300 300 300 3

～

00
実

標 333 350

成
平

400 400績 単 位 人

成

決投 年度別事業費 38

3

9 183 181 143

0

資 内 特定財源
算

指 訳 一

年

般財源 389 183 1

度

81 143

額標 他団体

（

事業負担額

単位

項

 

       目 平成

3

 

27年度 平成28年度

千

平成29年度 平成30

円

年度 備       

）

考

目 ○全体事業期間活 子ども会リーダーやジュニアリ 2 2 2 2   平成30年度～令和3年度標 ーダーセミナー（中学生や高校
動 2 2 2 2値 単 位 回

／指
実

標

0

績 単 位 ○特定財源

決   ジュニアリーダーズセミナー投 年度別事業費 1,386 1,386 1,420 1,187   参加費【その他】、学びを通
  じた被災地の地域コミュニテ資 内 特定財源 941 970 960 879

算

年

  ィ再生支援事業費補助金【県
  】(10/10)指 訳 一般財源 445 416 460 308

額標 他団体事業負担額

項  

項

     目 平成27

 

年度 平成28年度 平成

度

 

29年度 平成30年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 たき

 

ざわ学びフェスタ参加

 

者数 300 300 30

 

0 300   平成30

目

年度～令和3年度標
動

平

333 350 400 4

成

00値 単 位 人

／指
実

標

2

績 単 位

決投 年度別事業

事

7

費 870 695 695

年

695

資 内 特定財源 3

度

68
算

指 訳 一般財源 5

平

02 695 695 69

成

5

額標 他団体事業負担

2

額

8年

項    

度

   目 平成27年度

平

平成28年度 平成29

業

成

年度 平成30年度 備 

2

      考

目 ○全

9

体事業期間活 子ども会

年

育成会指導者研修会開

度

2 2 1 1   平成30

平

年度～令和3年度標 催

成

回数
動 1 1 1 1値 単 位

3

回

／指 女性リーダー研

0

修開催回数 2 2 2 2
実

年

標 2 2 2 2績 単 位 回

決

実

度

投 年度別事業費 115

備

115 210 194

資

 

内 特定財源
算

指 訳 一般

 

財源 115 115 21

 

0 194

額標 他団体事

 

業負担額

  

項 

 

      目 平成2

考

7年度 平成28年度 平

41



  

図

00円

文化振興課

【滝

や

沢市主体】

ね

事   

ら

    業     

い

  名 事業の意図やね

（

らい（成果や効果）の

成

達成状況

移動図書館車

果

運行事業 【事業意図・

や

ねらい】図書館まで遠

効

い利用者へ図書サービ

 

果

スを提供します。

【達

）

成状況】市内40ステ

の

ーションを月2回巡回

達

し、遠隔地の利用者へ

成

図書サービ

スを提供し

状

ました。

継続区分 会計

況

・款・項・目 平成30

家

年度の事業概要（実績

庭

）
市内6コース40ス

教

テーションを、毎月2

一

育

回巡回しました。継続

事

一般・10款・5項・

業

2目

事    業  

【

  主    体
文化

事

振興課

【滝沢市主体】

業意

事       業

図

       名 事業

・

の意図やねらい（成果

ね

や効果）の達成状況

視

人

ら

聴覚普及推進事業 【事

い

業意図・ねらい】16

】

ミリフィルム等の視聴

家

覚資料により視聴覚推

庭

進を図ると

ともに、ミ

教

ニシアター等の企画を

育

通して読書や文化への

に

興味を誘発し、読書推

関

進

を図ります。

【達成

す

状況】ミニシアター・

一

る

映画会を実施し、視聴

学

覚普及推進を図りまし

習

た。

継続区分 会計・款

機

・項・目 平成30年度

会

の事業概要（実績）
視

を

聴覚普及推進のため、

提

次の事業を実施しまし

供

た。継続 一般・10款

し

・5項・2目
・子ども

、

映画会　　　　　　 

人

家

　2回　197人
事 

庭

   業    主 

教

   体 ・ミニシアタ

育

ー（子ども向け）10

力

回　321人

文化振興

の

課 ・ミニシアター（一

向

般向け）　 2回　1

上

40人

【滝沢市主体】

を

図

が

ることを目指します。

学

【達成状況】受講者数

ぶ

は目標値の9割で、2

よ

,000人以上が参加

政 ろ

しました。

継続区分 会

こ

計・款・項・目 平成3

び

0年度の事業概要（実

を

績）
・小中学校家庭教

実

育学級は、情報メディ

感

アとの上手な付き合い

で

方に関する講座や継続

き

一般・10款・5項・

る

1目
心身の健康づくり

ま

講座など、家庭教育に

策 ち

おける多種多様な分野

を

に渡る講座を開催
事 

目

   業    主 

指

   体 しました。

生

し

涯学習スポーツ課 ・幼

ま

児家庭教育講座は、親

す

子ふれあい講座や昔話

 

を開く会、親の育児講

基

座などを

【滝沢市主体

本

】 各保育園で開催しま

　
施

した。

策

事     

　

  業       

０

名 事業の意図やねらい

４

（成果や効果）の達成

 

状況

生涯学習講座事業

 

【事業意図・ねらい】

 

複雑化・多様化する地

地

域課題や教育課題を解

域

決できる「人

・つなが

　
力

り・地域づくり」の促

基

進を目指した生涯学習

盤

講座（地域課題解決講

醸

座）

の展開を目指しま

成

す。

【達成状況】少年

、

少女2回とファミリー

文

1回、大人1回ずつ開

化

催しました。

継続区分

芸

会計・款・項・目 平成

術

30年度の事業概要（

　
と

実績）
・地域課題解決

社

講座継続 一般・10款

会

・5項・1目
・サーク

教

ル支援講座
事    

育

業    主    

の

体 ・子ども会活動支援

推

事業

生涯学習スポーツ

進

課

【協働事業】

社会教育関係団体や生涯学習関係機関、企業、大学

０

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

図書館管理運営事業 【事業意図・ねらい】住民の教養・調査研究・レクリエーション等に資

事

すること

により、生涯

５

 

学習の推進を図ります

 

。

【達成状況】新館開

 

館から２年となり２周

 

年記念事業も開催し、

 

引き続き図書館

の周知

 

がされ、多くの方に利

 

用していただくことが

業

できました。

継続区分

 

会計・款・項・目 平成

 

30年度の事業概要（

 

 

実績）
・図書等必要な

 

資料を収集・整理・保

 

存し、住民の利用に供

 

しました。継続 一般・

 

10款・5項・2目
・

名

郷土を含め、新規図書

事

資料購入を行いました

業

。
事    業   

の

 主    体 ・図書

意

館協会会費　12,4
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平 績

目

書館利用者数 3,20

○

0 2,200 3,20

全

0 3,200
実

標 2,

体

997 810 2,42

事

0 2,373績 単 位 人

業

決投 年度別事業費 2,

期

091 1,080 1,

間

909 2,336

資 内

活

特定財源
算

指 訳 一般財

講

源 2,091 1,08

報

座

0 1,909 2,33

開

6

額標 他団体事業負担

設

額

数 5

項    

2

   目 平成27年度

5

平成28年度 平成29

2

年度 平成30年度 備 

5

      考

目 ○全

2

体事業期間活 図書の貸

告

5

出冊数 100,000

2

75,000 110,

 

000 120,000

 

  平成30年度～令

平

和3年度標
動 99,1

成

67 64,588 15

3

9,797 155,7

0

18値 単 位 冊

／指 図書

年

館利用者数 26,00

度

0 19,000 29,

平

～

000 30,000
実

令

標 27,378 18,

和

178 45,050 4

3

3,394績 単 位 人

決

年

投 年度別事業費 129

度

116 205 210

資

標

内 特定財源
算

指 訳 一般

動

財源 129 116 20

3

5 210

額標 他団体事

9

業負担額

成

35 47 42値 単 位 回

2

数

／指 受講者数 2,2

7

00 2,200 2,2

年

00 2,200
実

標 2

度

,358 2,227 2

～

,535 2,080績

成
平

単 位 人

決投 年度別事業

成

費 265 186 207

3

156

資 内 特定財源 2

0

62 167
算

指 訳 一般

年

財源 3 19 207 15

度

6

額標 他団体事業負担

（

額

単位

項    

 

   目 平成27年度

3

 

平成28年度 平成29

千

年度 平成30年度 備 

円

      考

目 ○全

）

体事業期間活 生涯学習講座の開催数 0 0 6 6   平成30年度～令和3年度標
動 0 0 8 8値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   生涯学習講座受講料【そ

0

の他投 年度別事業費 180 128 141 203   】
  資 内 特定財源 48 59 18

算   
  指 訳 一般財源 132 69 141 185

額標 他団体事業負担額

項     

年

  目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 図書の貸出冊数 100,000 75,000 110,000 120,000  

項

 平成30年度～令和

 

3年度標
動 99,16

度

 

7 64,588 159

 

,797 155,71

 

8値 単 位 冊

／指 図書館

 

利用者数 26,000

 

19,000 29,0

 

00 30,000
実

標

目

27,378 18,1

平

78 45,050 43

成

,394績 単 位 人 ○特

2

定財源

決   図書館コ

事

7

ピー機利用料【その投

年

年度別事業費 29,4

度

87 63,318 32

平

,907 32,294

成

  他】、地域整備特

2

別対策事業
  基金繰

8

入金【その他】資 内 特

年

定財源 32,800 7

度

,019 8,027
算

平

  
  指 訳 一般財源

業

成

29,487 30,5

2

18 25,888 24

9

,267

額標 他団体事

年

業負担額

度 平

項 

成

      目 平成2

3

7年度 平成28年度 平

0

成29年度 平成30年

年

度 備       考

実

度

目 ○全体事業期間活 移

備

動図書館車の図書の貸

 

出冊数 14,900 1

 

1,000 14,90

 

0 14,900   平

 

成30年度～令和3年

 

度標
動 15,088 3

 

,792 13,148

 

13,466値 単 位 冊

考

／指 移動図書館車の図

43



  

図

。

継続区分 会計・款・

や

項・目 平成30年度の

ね

事業概要（実績）
開発

ら

に伴う埋蔵文化財包蔵

い

地の有無確認・試掘調

（

査・本調査を実施しま

成

した。継続 一般・10

果

款・5項・3目

事  

や

  業    主  

効

  体
文化振興課

【滝

 

果

沢市主体】

）

事   

の

    業     

達

  名 事業の意図やね

成

らい（成果や効果）の

状

達成状況

芸術祭開催事

況

業 【事業意図・ねらい

読

】市民の文化活動の成

書

果を発表する機会であ

普

り、広く市民に

芸術鑑

一

及

賞の機会を提供するこ

推

とにより、芸術文化の

進

振興を目指します。

【

事

達成状況】市教育委員

業

会と市芸術文化協会の

【

共催で各部門（展示・

事

邦楽・洋楽

・演劇・茶

業

道）を開催しました。

意

継続区分 会計・款・項

図

・目 平成30年度の事

人

・

業概要（実績）
芸術祭

ね

たきざわの開催継続 一

ら

般・10款・5項・4

い

目
・芸術文化協会との

】

共催による事業運営で

図

各部門（展示・邦楽・

書

洋楽・演劇・茶
事  

館

  業    主  

に

  体 道）を開催しま

対

した。

文化振興課 ・芸

一

す

術文化協会組織体制強

る

化のための支援をしま

関

した。

【協働事業】

滝

心

沢市芸術文化協会

を喚起し、読

人

書普及を図り、学習支

が

援

活動や学習機会・学

学

習活動の場の提供を行

ぶ

い、生涯学習を推進し

よ

ます。

【達成状況】お

政 ろ

はなし会や工作ワーク

こ

ショップ、こども図書

び

館員等を実施し読書

推

を

進を図りました。

継続

実

区分 会計・款・項・目

感

平成30年度の事業概

で

要（実績）
読書普及の

き

ため次の事業を実施し

る

ました。継続 一般・1

ま

0款・5項・2目
・お

策 ち

はなし会　4回　13

を

9名
事    業  

目

  主    体 ・体

指

験学習(子ども図書館

し

員）16名

文化振興課

ま

・工作ワークショップ

す

　84名

【滝沢市主体

 

】

基

事       

本

業       名 事

　
施

業の意図やねらい（成

策

果や効果）の達成状況

　

埋蔵文化財センター管

０

理運営事業 【事業意図

４

ねらい】埋蔵文化財セ

 

ンター及び史跡公園の

 

適切な管理を図ります

 

。

【達成状況】埋蔵文

地

化財センター及び史跡

域

公園の適切な管理を図

　
力

りました。

継続区分 会

基

計・款・項・目 平成3

盤

0年度の事業概要（実

醸

績）
発掘調査業務の円

成

滑な推進及び収蔵資料

、

の適切な保全管理を進

文

めました。継続 一般・

化

10款・5項・3目

事

芸

    業    主

術

    体
文化振興課

　
と

【滝沢市主体】

社

事 

会

      業   

教

    名 事業の意図

育

やねらい（成果や効果

の

）の達成状況

埋蔵文化

推

財センター教育普及事

進

業 【事業意図・ねらい】企画展や講座開設を通じて、文化財愛護と

０

郷土愛精神の醸

成を目指します。

【達成状況】企画展や講座の開設により、文化財愛護と郷土愛の精神が醸成され

、市の歴史理解が図られました。

継続区分 会計・款・項・目 平成30年度の事業概要（

事

実績）
各種体験講座の

５

 

実施、企画展、講演会

 

、遺物の再整理、展示

 

替えを実施しました継

 

続 一般・10款・5項

 

・3目
。

事    業

 

    主    体

 

文化振興課

【滝沢市主

業

体】

 

事      

 

 業       名

 

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

埋蔵文化財調査事業

 

【事業意図・ねらい】

 

埋蔵文化財包蔵地と開

名

発行為との調整の円滑

事

化を図ります

。

【達成

業

状況】埋蔵文化財包蔵

の

地と開発行為との調整

意

が円滑に行われました
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平 績

目

22 19値 単 位 件

／指

○

実
標 績 単 位 ○特定財源

全

決   岩手県埋蔵文化

体

財事務処理交投 年度別

事

事業費 147 290 3

業

64 593   付金【

期

県】
  資 内 特定財源

間

1 236 137 93
算

活

  
  指 訳 一般財源

図

146 54 227 50

報

書

0

額標 他団体事業負担

の

額

貸出

項    

冊

   目 平成27年度

数

平成28年度 平成29

1

年度 平成30年度 備 

0

      考

目 ○全

0

体事業期間活 「芸術祭

,

たきざわ」の入場者数

告

0

1,300 1,350

0

1,350 1,400

0

  平成30年度～令

7

和3年度標
動 1,94

5

7 2,009 2,63

,

0 2,666値 単 位 人

0

／指
実

標 績 単 位

決投 年

0

度別事業費 320 32

0

5 1,638 1,88

1

6

資 内 特定財源
算

指 訳

平

1

一般財源 320 325

0

1,638 1,886

,

額標 他団体事業負担額

000 120,

成

000   平成30年

2

度～令和3年度標
動 9

7

9,167 64,58

年

8 159,797 15

度

5,718値 単 位 冊

／

～

指 図書館利用者数 26

成
平

,000 19,000

成

29,000 30,0

3

00
実

標 27,378

0

18,178 45,0

年

50 43,394績 単

度

位 人

決投 年度別事業費

（

129 6 41 193

資

単

内 特定財源 6
算

指 訳 一

位

般財源 123 6 41 1

 

93

額標 他団体事業負

3

 

担額

千円

項   

）

    目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 埋蔵文化財センター年間利用者 3,100 3,10

0

0 3,100 3,100   平成30年度～令和3年度標 数
動 1,756 2,002 2,269 2,302値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   埋蔵文化財センター使用料【投 年度別事業費 5,735 4,884 5,4

年

07 6,282   その他】、教育土地使用料【
  その他】、アメダス設置管理資 内 特定財源 31 89 87 87

算   料【その他】
  指 訳 一般財源 5,704 4,795 5,

項

320 6,195

額標

 

他団体事業負担額

度

   

項       

 

目 平成27年度 平成2

 

8年度 平成29年度 平

 

成30年度 備    

目

   考

目 ○全体事業

平

期間活 来館者アンケー

成

ト｢皆様の声｣の 98

2

98 98 98   平成

事

7

30年度～令和3年度

年

標 設問｢とてもよかっ

度

た｣の回答数
動 98 9

平

8 85 95値 単 位 ％

／

成

指
実

標 績 単 位 ○特定財

2

源

決   地域の特色あ

8

る埋蔵文化財活投 年度

年

別事業費 5,535 5

度

,756 3,399 4

平

,536   用事業費

業

成

補助金【国】(1/2

2

)
  資 内 特定財源 2

9

,718 2,730 1

年

,640 2,255
算

度

  
  指 訳 一般財源

平

2,817 3,026

成

1,759 2,281

3

額標 他団体事業負担額

0年

実

度

項     

備

  目 平成27年度 平

 

成28年度 平成29年

 

度 平成30年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 本調査・有

 

無確認調査・試掘調 1

 

0 10 10 10   平

 

成30年度～令和3年

考

度標 査の数
動 38 30
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図

0款・5項・4目
行い

や

ました。
事    業

ね

    主    体

ら

文化振興課

【滝沢市主

い

体】

（

事      

成

 業       名

果

事業の意図やねらい（

や

成果や効果）の達成状

効

況

民具調査報告書作成

 

果

事業 【事業意図・ねら

）

い】先人からの貴重な

の

遺産である文化財の適

達

切な保護と活用を

図り

成

、郷土の文化財保護意

状

識の高揚、啓発を図り

況

ます。

【達成状況】文

伝

化財の適切な保護と活

統

用に努めました。

継続

文

区分 会計・款・項・目

一

化

平成30年度の事業概

支

要（実績）
旧公民館大

援

ホールへの民具の移転

事

を完了させました。継

業

続 一般

事    業 

【

   主    体
文

事

化振興課

【滝沢市主体

業

】

の

事       

意

業       名 事

人

図

業の意図やねらい（成

・

果や効果）の達成状況

ね

公民館管理運営事業 平

ら

成28年度事業実績報

い

告書参照

継続区分 会計

】

・款・項・目 平成30

民

年度の事業概要（実績

俗

）
平成28年度完了事

・

業完了 ―

事    業

郷

    主    体

一

土

文化振興課

【滝沢市主

伝

体】

承活動を広く市民

人

に理解していただき、

が

活

動の成果を発表する

学

機会の充実を図ります

ぶ

。

【達成状況】郷土芸

よ

能の出演機会の拡充を

政 ろ

図り、市民がふるさと

こ

の郷土芸能に見

て触れ

び

る機会の提供を行いま

を

した。

継続区分 会計・

実

款・項・目 平成30年

感

度の事業概要（実績）

で

・滝沢市郷土芸能まつ

き

りを開催しました。継

る

続 一般・10款・5項

ま

・4目
・各郷土芸能保

策 ち

存団体による後継者の

を

育成に取り組みました

目

。
事    業   

指

 主    体 ・郷土

し

芸能団体の出演機会拡

ま

充のため、イベントの

す

出演依頼を積極的に受

 

け入れ

文化振興課 、団

基

体の出演調整を行いま

本

した。

【協働事業】

郷

　
施

土芸能保存団体

策

事 

　

      業   

０

    名 事業の意図

４

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

文化財・

 

天然記念物保護事業 【

 

事業の意図・ねらい】

地

文化財の適切な保護と

域

活用を図ります。

【達

　
力

成状況】文化財保護で

基

は指定文化財の定期的

盤

な巡回、草刈など周辺

醸

の環境整

備を実施しま

成

した。また、文化財活

、

用の点では、市民を対

文

象とした文化財見学会

化

を開催しました。

継続

芸

区分 会計・款・項・目

術

平成30年度の事業概

　
と

要（実績）
・指定文化

社

財の定期的な巡回を実

会

施しました。継続 一般

教

・10款・5項・4目

育

・餓死供養塔と日向一

の

里塚の草刈等の環境整

推

備を行いました。
事 

進

   業    主    体 ・指定文化財等の活用として文化財

０

見学会を開催しました。

文化振興課 ・新規指定文化財候補の調査としてカワシンジュガイ調査を行いました。

【滝沢市主体】 ・五龍のフジの維持管理について、管理者や地元自治会と協議を行いました

事

。

５

 

事       

 

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

 

郷土理解推進事業 【事

 

業意図・ねらい】『滝

 

沢市の歩み』を活用し

業

た講座等の開催を行い

 

、郷土史

の理解を深め

 

ます。

【達成状況】『

 

 

滝沢市の歩み』を活用

 

した講座を行い、郷土

 

史の理解を深めまし

た

 

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 平成30年度の

名

事業概要（実績）
「滝

事

沢市の歩み」の販売促

業

進と「滝沢市の歩み」

の

を活用した郷土理解推

意

進講座を継続 一般・1
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平 績

目

00
実

標 44,366

○

25,420績 単 位 人

全

決投 年度別事業費 20

体

,147 53,710

事

資 内 特定財源 5,24

業

2 693
算

指 訳 一般財

期

源 14,905 53,

間

017

額標 他団体事業

活

負担額

伝

報

統文化関連事業開催数

告

1 1 1 1   昭和55

平

年度～令和3年度標
動

成

1 1 1 1値 単 位 回

／指

2

実
標 績 単 位

決投 年度別

7

事業費 658 713 7

年

38 704

資 内 特定財

度

源
算

指 訳 一般財源 65

～

8 713 738 704

成
平

額標 他団体事業負担額

成30

項     

年

  目 平成27年度 平

度

成28年度 平成29年

（

度 平成30年度 備  

単

     考

目 ○全体

位

事業期間活 指定文化財

 

整備件数 2 2 3 3   

3

 

平成20年度～令和3

千

年度標
動 2 6 5 3値 単

円

位 件

／指
実

標 績 単 位 ○

）

特定財源

決   「滝沢市の文化財」冊子販売投 年度別事業費 248 272 326 256   代金【その他】
  資 内 特定財源 3 5 5

算   
  指 訳 一般財源

0

248 269 321 251

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 講座開

年

設回数 3 3 3 4   平成30年度～令和3年度標
動 3 3 4 4値 単 位 回

／指 「滝沢市の歩み」販売数 0 0 950 300
実

標 0 0 502 187績 単 位 冊 ○特定財源

決   「滝沢市の歩

項

み」冊子販売代投 年度

 

別事業費 2,394 4

度

 

,115 10,079

 

108   金【その他

 

】
  資 内 特定財源 1

 

,506 106
算   

 

  指 訳 一般財源 2,

 

394 4,115 8,

目

573 2 ＜名称変更事

平

業＞「滝沢市の歩

額 み

成

編纂事業」から名称変

2

更標 他団体事業負担額

事

7年度

項     

平

  目 平成27年度 平

成

成28年度 平成29年

2

度 平成30年度 備  

8

     考

目 ○全体

年

事業期間活 民具調査報

度

告書の刊行数 0 0 0 0

平

  平成30年度～令

業

成

和3年度標
動 0 0 0 0

2

値 単 位 冊

／指
実

標 績 単

9

位

決投 年度別事業費

資

年

内 特定財源
算

指 訳 一般

度

財源 <ゼロ予算事業>

平

額標 他団体事業負担額

成30

項     

年

  目 平成27年度 平

実

度

成28年度 平成29年

備

度 平成30年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 施設利用件

 

数 2,200 2,20

 

0   平成27年度～

 

平成28年度標
動 2,

 

293 1,428値 単

 

位 件

／指 施設利用者数

考

54,500 54,5

47



  

図

成30年度の事業概要

や

（実績）
指定管理者（

ね

公益財団法人滝沢市体

ら

育協会）による適正な

い

施設管理運営を行うこ

（

継続 一般・8款・4項

成

・4目
とができました

果

。
事    業   

や

 主    体
生涯学

効

習スポーツ課

【他団体

 

果

事業主体】

公益財団法

）

人滝沢市体育協会

の達成状況

芸術文

一

化ふれあい事業 平成2

人

7年度事業実績報告書

一

参照

継続区分 会計・款

人

・項・目 平成30年度

が

の事業概要（実績）
平

学

成27年度完了事業完

ぶ

了 ―

事    業  

よ

  主    体
文化

政 ろ

振興課

【協働事業】

滝

こ

沢市小中学校文化連盟

び

、市芸術文化協会

を

小       

実

          

感

          

で

  計

 政策　　　０

き

５   一人一人が学

る

ぶよろこびを実感でき

ま

るまちを目指します
 

策 ち

基本施策　０５   

を

みんなが主役のスポー

目

ツまちづくり

指

基本施策

し

が４年間でめざす姿

・

ま

市民が生涯にわたり運

す

動・スポーツを親しむ

 

ことができるスポーツ

基

ライフの実現のため、

本

情報発信・交流の促進

　
施

やスポー

ツ推進リーダ

策

ー育成、スポーツ施設

　

の充実などスポーツに

０

親しむ環境づくりに努

４

めます。

・平成28年

 

度に開催された希望郷

 

いわて国体の遺産（レ

 

ガシー）の次世代継承

地

によるスポーツ環境づ

域

くりの充実と競技スポ

　
力

ーツの振興・推進を図

基

ります。

・希望郷いわ

盤

て国体（第71回国民

醸

体育大会女子サッカー

成

競技）に向けて整備さ

、

れた総合公園陸上競技

文

場や周辺施設の有効活

化

用、既存市内公共体育

芸

施設の計画的修繕・設

術

備更新、有効的な施設

　
と

の利用促進と学校体育

社

施設開放事業の充実に

会

努めます。

基本計画期

教

間内の取り組みと方針

育

のうち、平成30年度

の

の重点課題の達成（実

推

現）状況

Ｂ 概ね達成し

進

た

【重点課題】

・スポーツ講習会や交流会の開催

・市民主体による

０

学校体育施設開放事業の推進

【重点課題に対応した達成状況】

・キッズサッカーフェスティバル（U-10）の開催支援

・学校体育施設開放利用団体で設立された運営委員会による事業展開

事

事   

５

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

 

達成状況

滝沢総合公園

 

管理運営事業 【事業意

 

図・ねらい】滝沢総合

 

公園の管理運営を通じ

業

て、「みんなが主役の

 

スポ

ーツまちづくり」

 

の実現に向けた「施設

 

 

の利用促進」を図りま

 

す。

【達成状況】滝沢

 

総合公園の管理運営を

 

通じて、「みんなが主

 

役のスポーツまち

（義

名

務的事業） づくり」の

事

実現に向けた「施設の

業

利用促進」を図ること

の

ができました。

継続区

意

分 会計・款・項・目 平
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平 績

目

競技力向上

○全

項

体

       目 平成

事

27年度 平成28年度

業

平成29年度 平成30

期

年度 備       

間

考

目 ○全体事業期間活

活

滝沢総合公園体育館利

吹

用件数（ 2,900 2

報

奏

,900 2,900 2

楽

,500   平成30

ジ

年度～令和3年度標 個

ョ

人使用を除く）
動 1,

イ

115 2,403 2,

ン

834 2,876値 単

ト

位 件

／指 滝沢総合公園

コ

テニスコート利用 0 0

ン

0 1,300
実 件数

標

サ

0 0 0 1,019績 単

告

ー

位 件 ○特定財源

決   

ト

総合公園体育館使用料

入

【その投 年度別事業費

5

65,169 57,8

0

83 92,202 90

0

,166   他】他
 

 

 資 内 特定財源 6,8

 

08 9,561 11,

平

881 10,133
算

成

  
  指 訳 一般財源

平

2

58,361 48,3

2

22 80,321 80

年

,033 ＜名称変更事

度

業＞「総合公園体

額 育

～

施設管理運営事業」か

平

ら名称標 他団体事業負

成

担額
変更

27年

成

度標 場者数
動 500値

2

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

7

決投 年度別事業費 1,

年

529

資 内 特定財源
算

度

指 訳 一般財源 1,52

～

9

額標 他団体事業負担

成
平

額

成3

項       目 平

0

成27年度 平成28年

年

度 平成29年度 平成3

度

0年度 備      

（

 考

決投 年度別事業費

単

135,134 197

位

,728 123,58

 

2 113,251

資 内

3

 

特定財源 16,137

千

44,546 17,8

円

34 18,198
算

指

）

訳 一般財源 118,997 153,182 105,748 95,053

額標 他団体事業負担額

（単位  千円）

基本施策目標の達成

0

（実現）に向けた計画期間内の取り組みと方針についての達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

・全ての世代が、参画交流する「みんなが主役のスポーツまちづくり」の展開を図りました。

・希望郷いわて国体の遺産（レガシー

年

）の次世代継承や世界を舞台に活躍したトップアスリートとの交流イベント「オリン

ピックデーフェスタ」などを開催しました。

・いわてスポーツコミッションや盛岡広域スポー

項

ツコミッションと連携

 

・協働した競技スポー

度

 

ツ振興・推進を図りま

 

した。

・経年劣化した

 

既存市内公共体育施設

 

の計画的な修繕と設備

 

の更新を行い、有効的

 

な体育施設の活用と学

目

校体施設開放事業

の充

平

実に努めました。

・滝

成

沢市健康づくり宣言と

2

連携したスポーツまち

事

7

づくりの展開を目指し

年

ました。

令和2年度方

度

針策定に際し、今後の

平

方向性や引継課題

Ｂ 課

成

題あり

【今後の方向性

2

】

・スポーツを通じた

8

課題解決

・学校体育と

年

地域スポーツクラブ、

度

外部指導者との連携・

平

融合

・スポーツ共生社

業

成

会（高齢者いきがいや

2

女性活躍、外国人・障

9

がい者活動支援）の実

年

現や経済・地域活性化

度

と競技力向上

・市内公

平

共体育施設の利用促進

成

【引継課題】

・市長部

3

局と教育委員会の連携

0

強化によるスポーツ推

年

進施策の展開

・公益財

実

度

団法人滝沢市体育協会

備

や種目別協会、地域ス

 

ポーツクラブ、プロス

 

ポーツクラブ、商工会

 

、観光協会、企業、事

 

業

所、いわてスポーツ

 

コミッション、盛岡広

 

域スポーツコミッショ

 

ンなどと連携・協働し

考

た経済・地域活性化と
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い

成等）

【他団体事業主

（

体】 ・健康増進及び体

成

育スポーツの振興（市

果

民体育祭、スポーツ教

や

室などを開催）

公益財

効

団法人滝沢市体育協会

果）

事       業

の

       名 事業

達

の意図やねらい（成果

 

成

や効果）の達成状況

滝

状

沢市スポーツ少年団補

況

助事業 【事業意図・ね

社

らい】青少年のスポー

会

ツ振興と心身の健全育

教

成を目指し、滝沢市

ス

育

ポーツ少年団に補助金

指

を交付します。

【達成

導

状況】スポーツ少年団

員

が実施する各種事業の

一

設

充実強化が図られるよ

置

う支援

を行いました。

事

継続区分 会計・款・項

業

・目 平成30年度の事

（

業概要（実績）
・滝沢

ス

市スポーツ少年団本部

ポ

に補助金を交付し、市

ー

スポーツ少年団総合体

ツ

育大会継続 一般・10

）

款・6項・1目
の開催

人

【

や各種交流会への派遣

事

、各スポーツ少年団活

業

動支援などを行いまし

意

た。
事    業  

図

  主    体
生涯

・

学習スポーツ課

【他団

ね

体事業主体】

公益財団

ら

法人滝沢市体育協会

い】

事       業 

一

ス

      名 事業の

ポ

意図やねらい（成果や

ー

効果）の達成状況

滝沢

ツ

市スポーツ推進委員協

に

議会補助事 【事業意図

精

・ねらい】生涯スポー

通

ツの振興のため、滝沢

す

市スポーツ推進委員協

る

議

会に補助金を交付し

社

ます。
業 【達成状況】

人

会

ニュースポーツやレク

教

リエーションスポーツ

育

の指導や普及活動を推

指

進するための活動に対

導

し、支援を行いました

員

。

継続区分 会計・款・

を

項・目 平成30年度の

配

事業概要（実績）
滝沢

置

市スポーツ推進委員協

す

議会活動を支援します

が

る

。継続 一般・10款・

こ

6項・1目
・市民への

と

ニュースポーツやレク

に

リエーションスポーツ

よ

の指導普及活動
事  

り

  業    主  

、

  体 ・スポーツに関

ス

する講習会・研修会な

ポ

どへの参加

生涯学習ス

ー

ポーツ課 ・スポーツ指

学

ツ

導者などの育成

【他団

関

体事業主体】

滝沢市ス

係

ポーツ推進委員協議会

事業の推進を図

ぶ

ります。

【達成状況】

よ

スポーツ推進計画の策

政 ろ

定や学校体育施設開放

こ

などが効果的に推進さ

び

れました。

継続区分 会

を

計・款・項・目 平成3

実

0年度の事業概要（実

感

績）
・社会教育指導員

で

1人設置継続 一般・1

き

0款・6項・1目
・ス

る

ポーツ推進施策の展開

ま

事    業    

策 ち

主    体 ・市民要

を

望への相談対応や関係

目

団体との連絡調整

生涯

指

学習スポーツ課

【滝沢

し

市主体】

ま

事    

す

   業      

 

 名 事業の意図やねら

基

い（成果や効果）の達

本

成状況

生涯スポーツ推

　
施

進事業 【事業意図・ね

策

らい】滝沢市スポーツ

　

推進審議会を設置し、

０

スポーツ事業計画や

ス

５

ポーツ推進計画の策定

 

など協議し、市のスポ

 

ーツ推進を図ります。

 

【達成状況】第1次滝

み

沢市スポーツ推進計画

ん

後期基本計画の策定を

　
な

行いました。

継続区分

が

会計・款・項・目 平成

主

30年度の事業概要（

役

実績）
・第1次滝沢市

の

スポーツ推進計画の進

ス

捗管理継続 一般・10

ポ

款・6項・1目
・第1

ー

次滝沢市スポーツ推進

ツ

計画の後期基本計画策

ま

定の協議
事    業

　
ち

    主    体

づ

・岩手地区スポーツ推

く

進委員協議会負担金　

り

23千円

生涯学習スポーツ課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝

０

沢市体育協会補助事業 【事業意図・ねらい】市民への生涯スポーツの普及及び競技スポーツの水準をよ

り一層向

事

上させるため、スポー

 

ツ振興の中心的な担い

 

手である（公財）滝沢

 

市体

育協会に補助金を

 

交付します。

【達成状

５

 

況】体育協会の各種事

 

業の充実強化を図るた

 

め、支援を行いました

業

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 平成30年度の

 

事業概要（実績）
滝沢

 

市体育協会が実施する

 

以下の事業について支

 

援しました。継続 一般

 

・10款・6項・1目

 

 

・スポーツ意識の向上

名

（代表選手派遣、研修

事

等）
事    業  

業

  主    体 ・市

の

民の体力の向上（種目

意

別協会の支援、選手育

図

成等）

生涯学習スポー

や

ツ課 ・ジュニアスポー

ね

ツの振興（スポーツ少

ら

年団の支援、指導者育
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平 績

目

事や地域行事等）
動 3

○

1 20 46 45値 単 位

全

件

／指
実

標 績 単 位

決投

体

年度別事業費 850 5

事

94 600 600

資 内

業

特定財源
算

指 訳 一般財

期

源 850 594 600

間

600

額標 他団体事業

活

負担額

社

報

会教育指導員人数 1 1

告

1 1   平成30年度

平

～令和3年度標
動 1 1

成

1 1値 単 位 人

／指
実

標

2

績 単 位

決投 年度別事業

7

費 2,285 2,25

年

0 2,252 2,25

度

3

資 内 特定財源
算

指 訳

～

一般財源 2,285 2

成
平

,250 2,252 2

成

,253

額標 他団体事

3

業負担額

0年

項 

度

      目 平成2

（

7年度 平成28年度 平

単

成29年度 平成30年

位

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 市

3

 

スポーツ推進計画の進

千

捗管理 2 1 1 2   平

円

成30年度～令和3年

）

度標 と策定の協議検討
動 3 1 1 2値 単 位 会議開催

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,297 118 128 413

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 1,297 1

0

18 128 413

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 市民体育祭参加

年

人数 1,300 1,300 1,300 1,300   平成30年度～令和3年度標
動 736 1,073 1,095 1,141値 単 位 人

／指 スポーツフェスティバル参加人 2,30

項

0 2,300 2,30

 

0 2,300
実 数

標 6

度

 

04 793 709 90

 

4績 単 位 人

決投 年度別

 

事業費 36,626 3

 

1,820 29,93

 

1 31,271

資 内 特

 

定財源
算

指 訳 一般財源

目

36,626 31,8

平

20 29,931 31

成

,271

額標 他団体事

2

業負担額

事

7年

項 

度

      目 平成2

平

7年度 平成28年度 平

成

成29年度 平成30年

2

度 備       考

8

目 ○全体事業期間活 ス

年

ポーツ少年団員 360

度

360 450 450  

平

 平成30年度～令和

業

成

3年度標
動 387 44

2

0 435 403値 単 位

9

人

／指
実

標 績 単 位

決投

年

年度別事業費 801 6

度

66 353 353

資 内

平

特定財源
算

指 訳 一般財

成

源 801 666 353

3

353

額標 他団体事業

0

負担額

年

実

度

項  

備

     目 平成27

 

年度 平成28年度 平成

 

29年度 平成30年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 市民

 

のスポーツ推進に係る

 

活動 50 55 55 58

 

  平成30年度～令

考

和3年度標 件数（市行
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い

。
事    業   

（

 主    体
生涯学

成

習スポーツ課

【滝沢市

果

主体】

や

事     

効

  業       

果

名 事業の意図やねらい

）

（成果や効果）の達成

の

状況

滝沢総合公園体育

達

施設改修事業 【事業意

 

成

図・ねらい】総合公園

状

体育施設の設備の充実

況

及び経年劣化への対応

公

等を

目的とし、改修工

共

事等を実施します。

【

体

達成状況】総合公園体

育

育施設の設備の充実及

施

び経年劣化等に対応す

設

る改修工事

の実施に向

管

け、調査検討を行いま

一

理

した。

継続区分 会計・

運

款・項・目 平成30年

営

度の事業概要（実績）

事

改修方法、費用等につ

業

いて調査検討を行いま

【

した。継続 一般

事  

事

  業    主  

業

  体
生涯学習スポー

意

ツ課

【滝沢市主体】

図

人

・

事       業 

ね

      名 事業の

ら

意図やねらい（成果や

い

効果）の達成状況

総合

】

公園陸上競技場維持管

公

理事業 平成28年度事

共

業実績報告書参照

継続

体

区分 会計・款・項・目

育

平成30年度の事業概

施

要（実績）
平成28年

一

設

度完了事業完了 ―

事 

の

   業    主 

管

   体
生涯学習スポ

理

ーツ課

【滝沢市主体】

運営を通じて

人

、「みんなが主役のス

が

ポ

ーツまちづくり」の

学

実現に向けた「施設の

ぶ

利用促進」を図ります

よ

。

【達成状況】公共体

政 ろ

育施設の管理運営を通

こ

じて、「みんなが主役

び

のスポーツまち

（義務

を

的事業） づくり」の実

実

現に向けた「施設の利

感

用促進」を図ることが

で

できました。

継続区分

き

会計・款・項・目 平成

る

30年度の事業概要（

ま

実績）
指定管理者（公

策 ち

益財団法人滝沢市体育

を

協会）による適正な施

目

設管理運営を行うこ継

指

続 一般・10款・6項

し

・2目
とができました

ま

。
事    業   

す

 主    体
生涯学

 

習スポーツ課

【他団体

基

事業主体】

公益財団法

本

人滝沢市体育協会

　
施

事

策

       業  

　

     名 事業の意

０

図やねらい（成果や効

５

果）の達成状況

公共体

 

育施設改修事業 【事業

 

意図・ねらい】公共体

 

育施設の設備の充実及

み

び経年劣化への対応等

ん

を目的

とし、改修工事

　
な

等を実施します。

【達

が

成状況】東部体育館改

主

修工事に向けた補助金

役

等の導入可能性を協議

の

した結果

、防衛省の補

ス

助を導入し、実施する

ポ

予定となり概算要求し

ー

ました。

継続区分 会計

ツ

・款・項・目 平成30

ま

年度の事業概要（実績

　
ち

）
・補助金等の導入可

づ

能性を協議した結果、

く

防衛省の補助金を導入

り

し、東部体育館継続 一般・10款・6項・2目
の改修工事を実施する予定となり概算要求しました。

事    業    主    体 ・東部体育館外部照

０

明ＬＥＤ化工事（防犯灯２台）を実施しました。

生涯学習スポーツ課

【滝沢市主体】

事

事

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

学校体

 

育施設開放事業 【事業

５

 

意図・ねらい】市立小

 

中学校の施設などの開

 

放によるスポーツ・レ

業

クリエ

ーション活動の

 

場と文化・学習活動の

 

場を提供します。

【達

 

成状況】市立小中学校

 

の施設などの開放によ

 

るスポーツ・レクリエ

 

ーション

活動の場と文

 

 

化・学習活動の場を提

名

供することができまし

事

た。

継続区分 会計・款

業

・項・目 平成30年度

の

の事業概要（実績）
学

意

校と利用団体（運営委

図

員会）との効率的調整

や

による学校体育施設利

ね

用の円滑化継続 一般
を

ら

図ることができました
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平 績

目

項

○

       目 平成

全

27年度 平成28年度

体

平成29年度 平成30

事

年度 備       

業

考

目 ○全体事業期間活

期

天然芝緑化施設数 1 1

間

  平成28年度～平

活

成28年度標
動 1 1値

東

単 位 施設

／指
実

標 績 単

報

部

位

決投 年度別事業費 1

体

5,931 13,24

育

8

資 内 特定財源
算

指 訳

館

一般財源 15,931

利

13,248

額標 他団

用

体事業負担額

件数（個

告

人使用 2,800 2,

平

800 2,800 2,

成

800   平成30年

2

度～令和3年度標 を除

7

く）
動 2,726 2,

年

741 2,734 2,

度

787値 単 位 件

／指 東

～

部テニスコート利用件

成
平

数 550 550 650

成

650
実

標 721 66

3

0 627 725績 単 位

0

件 ○特定財源

決   東

年

部体育館使用料【その

度

他】投 年度別事業費 2

（

8,445 27,84

単

7 31,279 31,

位

624   他
  資 内

 

特定財源 7,072 7

3

 

,004 6,151 6

千

,400
算   

  指

円

訳 一般財源 21,37

）

3 20,843 25,128 25,224

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度 平成

0

28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 大規模改修施設数 0 0 0 1   平成30年度～令和2年度標 ○全体事業量動 0 0 0 0値 単 位   
／   指 ○全体事業費実   130,000千円標

年

績 単 位 ○特定財源

決   盛岡地区衛生処理組合関係市投 年度別事業費 48 245   町施設整備補助金【その他】
  資 内 特定財源 45 177

算   
  指 訳 一般財源 3 68 ＜名

項

称変更事業＞「公共体

 

育施

額 設設備等改修事

度

 

業」から名称変標 他団

 

体事業負担額
更

   

項       目

 

平成27年度 平成28

目

年度 平成29年度 平成

平

30年度 備     

成

  考

目 ○全体事業期

2

間活 利用件数 3,10

事

7

0 3,150 3,30

年

0 3,300   平成

度

30年度～令和3年度

平

標
動 3,293 3,5

成

15 3,438 3,7

2

03値 単 位 件

／指
実

標

8

績 単 位

決投 年度別事業

年

費

資 内 特定財源
算

指 訳

度

一般財源 ＜ゼロ予算事

平

業＞

額標 他団体事業負

業

成

担額

29

項   

年

    目 平成27年

度

度 平成28年度 平成2

平

9年度 平成30年度 備

成

       考

目 ○

3

全体事業期間活 改修等

0

件数 0 0 0 1   平成

年

30年度～令和3年度

実

度

標
動 0 0 0 0値 単 位 件

備

／指
実

標 績 単 位

決投 年

 

度別事業費

資 内 特定財

 

源
算

指 訳 一般財源 ＜調

 

査事業＞＜名称変更事

 

業＞

額 「総合公園体育

 

施設設備等改修標 他団

 

体事業負担額
事業」か

 

ら名称変更

考
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い（成果や効果）の達

 

成状況

総合公園体育館

一

改修事業 平成27年度

人

事業実績報告書参照

継

一

続区分 会計・款・項・

人

目 平成30年度の事業

が

概要（実績）
平成27

学

年度完了事業完了 ―

事

ぶ

    業    主

よ

    体
生涯学習ス

政 ろ

ポーツ課

【滝沢市主体

こ

】

び

事       

を

業       名 事

実

業の意図やねらい（成

感

果や効果）の達成状況

で

国体準備事務 平成28

き

年度事業実績報告書参

る

照

継続区分 会計・款・

ま

項・目 平成30年度の

策 ち

事業概要（実績）
平成

を

28年度完了事業完了

目

―

事    業   

指

 主    体
生涯学

し

習スポーツ課

【滝沢市

ま

主体】

す

事     

 

  業       

基

名 事業の意図やねらい

本

（成果や効果）の達成

　
施

状況

希望郷いわて国体

策

滝沢市実行委員会運 平

　

成28年度事業実績報

０

告書参照

営補助事業

継

５

続区分 会計・款・項・

 

目 平成30年度の事業

 

概要（実績）
平成28

 

年度完了事業完了 ―

事

み

    業    主

ん

    体
生涯学習ス

　
な

ポーツ課

【滝沢市主体

が

】

小    

主

          

役

          

の

     計

 

ス

０５   一人一人が

ポ

学ぶよろこびを実感で

ー

きるまちを目指します

ツま
　

ちづくり
０

事    

５

   業      

 

 名 事業の意図やねら
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平 績

目 ○全体事業期間活 長

報

寿命化改修 1   平成

告

26年度～平成27年

平

度標
動 1値 単 位 １施設

成

／指
実

標 績 単 位

決投 年

2

度別事業費 325,5

7

61

資 内 特定財源 31

年

7,600
算

指 訳 一般

度

財源 7,961

額標 他

～

団体事業負担額

成
平成3

項       目

0

平成27年度 平成28

年

年度 平成29年度 平成

度

30年度 備     

（

  考

目 ○全体事業期

単

間活 会場地市町村の実

位

行委員会 1 1   平成

 

28年度～平成28年

3

 

度標
動 1 1値 単 位 組織

千

数

／指
実

標 績 単 位

決投

円

年度別事業費 902 9

）

65

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 902 965

額標 他団体事業負担額

項       目 平成27年度

0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 備       考

目 ○全体事業期間活 市民の機運醸成に向けた国体開 5 10   平成26年度～平成28年度標 催ＰＲ
動 15 13値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 15,2

年

32 26,328

資 内 特定財源 2,368 10,396
算

指 訳 一般財源 12,864 15,932

額標 他団体事業負担額

項      

項

 目 平成27年度 平成

 

28年度 平成29年度

度

 

平成30年度 備   

 

    考

決投 年度別

 

事業費 493,099

 

161,719 156

 

,793 156,92

 

5

資 内 特定財源 333

目

,848 26,961

平

18,077 16,7

成

10
算

指 訳 一般財源 1

2

59,251 134,

事

7

758 138,716

年

140,215

額標 他

度

団体事業負担額

平成

項   

2

    目 平成27年

8

度 平成28年度 平成2

年

9年度 平成30年度 備

度

       考

決投

平

年度別事業費 1,61

業

成

2,816 1,181

2

,045 1,464,

9

716 2,820,5

年

82

資 内 特定財源 78

度

6,560 352,5

平

77 662,700 2

成

,054,424
算

指

3

訳 一般財源 826,2

0

56 828,468 8

年

02,016 766,

実

度

158

額標 他団体事業

備

負担額

       考
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